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でも、がんばってね！
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一般会計予算は67億4800万円

	 予 算

歳入
67億

4800万円

地方交付税
22億7000万円

町税
18億1577万円

地方消費税交付金　
1億4382万円

分担金
及び負担金　
1億3722万円

使用料
及び手数料　
1億5576万円

町債　
5億400万円

繰入金　
3億9943万円

諸収入
1億634万円

その他　2億6600万円

県支出金　
4億672万円

地方譲与税 7270万円
財産収入 7191万円
ゴルフ場利用税交付金 5605万円
繰越金 2000万円
自動車取得税交付金 1640万円
地方特例交付金　　　　1080万円
配当割交付金 735万円
利子割交付金 595万円
交通安全対策特別交付金 240万円
株式等譲渡所得割交付金 144万円
寄付金 100万円

歳入
67億

4800万円

国庫支出金　
5億4294万円

地方交付税
22億7000万円

平成25年度
予算総額は148億6644万円

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
行
財
政
改
革
推
進
計

画
の
基
本
方
針
で
あ
る
「
選
択
と
集
中
」
を
念
頭
に
お
き
限
ら

れ
た
資
源
を
効
果
的
に
投
入
し
、
厳
し
い
財
政
環
境
下
に
あ
っ

て
も
、
第
３
次
大
淀
町
総
合
計
画
後
期
計
画
の
確
実
な
推
進
・

実
現
の
た
め
必
要
と
な
る
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
は
、
法
人
住
民

税
、
た
ば
こ
税
は
増
加
す
る
見
込
み
で
す
が
個
人
住
民
税
、
固

定
資
産
税
が
減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
体
で

１
１
３
３
万
円
減
額
の
18
億
１
５
７
７
万
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
普
通
地
方
交
付
税
、
特

別
地
方
交
付
税
と
も
に
前
年
度
並
み
の
交
付
を
見
込
ん
で
お
り

22
億
７
０
０
０
万
円
、
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
障
害
者

総
合
支
援
事
業
等
の
財
源
の
増
加
に
よ
り
３
７
４
１
万
円
増
額

の
５
億
４
２
９
４
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
町
債
に
つ
き
ま

し
て
は
、
南
和
広
域
医
療
組
合
へ
の
出
資
債
、
臨
時
財
政
対
策

債
等
を
借
り
入
れ
る
見
込
み
で
、
１
億
３
０
９
０
万
円
増
加
の

５
億
４
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
既
存
の
各
事
業
に
つ
い
て
前
年
度
以
前
の
執
行

実
績
を
踏
ま
え
、
経
費
の
削
減
を
行
い
な
が
ら
、
新
た
な
事

業
に
つ
い
て
も
必
要
性
、
緊
急
性
を
十
分
精
査
し
予
算
を
組
み

ま
し
た
。
物
件
費
に
つ
い
て
は
、
電
気
料
金
の
値
上
げ
に
備
え

て
光
熱
水
費
を
増
額
し
た
こ
と
や
ご
み
収
集
委
託
料
の
増
額
な

ど
が
あ
り
、
１
１
０
５
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
補
助
費

等
に
つ
い
て
は
、
南
和
広
域
衛
生
組
合
、
中
吉
野
広
域
消
防
組

合
、南
和
広
域
医
療
組
合
へ
の
負
担
金
が
増
額
と
な
っ
た
た
め
、

２
億
２
６
９
９
万
円
の
増
額
、
繰
出
金
に
つ
い
て
は
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
の
繰
出
金
が
大
幅
に
減
額
し
た
こ
と
等
で

７
７
９
５
万
円
の
減
額
、
普
通
建
設
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
西

一
般
会
計
予
算
の
概
要
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衛生費
11億9403万円

歳出
67億

4800万円
民生費　

23億3706万円

消防費
4億5661万円

公債費
6億3293万円

総務費
7億3595万円

民生費　
23億3706万円

消防費
4億5661万円

公債費
6億3293万円

農林水産業費　
6514万円

商工費　
2889万円

教育費
7億4595万円

災害復旧費　
125万円

予備費　
2000万円

議会費　9633万円

土木費　
4億3386万円

衛生費
11億9403万円

歳出
67億

4800万円

全会計
148億
6644万円

介護保険事業
特別会計

16億4745万円

病院事業会計
29億7160万円

水道事業会計　
5億2656万円

住宅改修資金等
貸付金特別会計　
2345万円

公園墓地事業
特別会計　
908万円

下水道事業
特別会計　
6億8317万円

後期高齢者
医療特別会計　
1億7893万円

一般会計
67億4800万円

国民健康保険
事業特別会計
20億7820万円

全会計
148億
664４万円

介護保険事業
特別会計

16億4745万円

病院事業会計
29億7160万円

各会計予算額の全会計予算
総額に占める割合

20
20 21 22 23 24 25
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40
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80

億円

年度

基金残高◦町債残高の推移
町債残高
基金残高

部
１
１
９
号
線
歩
道
新
設
事
業
や
福
神
連
絡
橋
の
設
計
業
務
、

保
久
良
古
墳
の
見
学
路
の
整
備
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
昨

年
度
よ
り
５
３
２
万
円
減
の
２
億
８
３
２
９
万
円
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
、
予
算
総
額
は
前
年
度
よ
り
１
９
１
３
万
円

増
額
の
６
７
億
４
８
０
０
万
円
と
な
り
、
歳
入
不
足
分
に
つ
い

て
は
、
財
政
調
整
基
金
２
億
１
３
２
４
万
円
な
ど
基
金
か
ら
の

繰
入
金
に
よ
り
収
支
の
均
衡
を
図
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
会
計
に
か
か
る
町
債
の
現
在
高
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
度
末
に
は
前
年
度
末
よ
り
３
２
２
９
万
円
減
少
し
、

69
億
５
４
５
６
万
円
と
な
り
、
ま
た
基
金
の
現
在
高
に
つ
い
て

は
、
平
成
25
年
度
末
は
前
年
度
よ
り
３
億
４
９
６
３
万
円
減
少

し
、
42
億
９
７
５
３
万
円
と
な
る
見
込
で
す
。

　

以
上
の
と
お
り
の
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
が
国
が
15
ヶ
月

予
算
の
考
え
方
で
予
算
を
編
成
し
執
行
す
る
こ
と
か
ら
、
大
淀

町
に
お
い
て
も
国
庫
補
助
金
を
確
保
で
き
た
た
め
希
望
ヶ
丘
小

学
校
整
備
事
業
や
町
道
の
舗
装
工
事
、
文
化
会
館
改
修
工
事
等

を
平
成
24
年
度
３
月
補
正
予
算
に
計
上
し
平
成
25
年
度
に
繰
り

越
し
て
執
行
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
年
度

途
中
に
も
補
助
金
・
交
付
金
の
獲
得
に
努
め
る
な
ど
、
財
源
を

確
保
し
効
率
的
な
財
政
運
営
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
６
つ
の
特
別
会

計
の
総
額
が
46
億
２
０
２
８
万
円
、
病
院
事
業
会
計
予
算

額
は
29
億
７
１
６
０
万
円
、
水
道
事
業
会
計
予
算
額
は

５
億
２
６
５
６
万
円
と
な
り
、
一
般
会
計
を
含
む
す
べ
て
の
予

算
の
合
計
額
は
１
４
８
億
６
６
４
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

町
全
体
の
予
算
額

収益的収入 28億1702万円

収益的支出 28億1652万円

資本的収入 01億7650万円

資本的支出 01億5508万円

病院事業会計

収益的収入 03億5135万円

収益的支出 03億4182万円

資本的収入 01億3722万円

資本的支出 01億8474万円

水道事業会計

使いみちごとの予算額

通　
　

常　
　

経　
　

費

人件費 16億 846万円

物件費 8億8163万円

維持補修費 55万円

扶助費 10億5842万円

補助費等 16億 498万円

公債費 6億3294万円

積立金 4253万円

投資および出資金 20万円

貸付金 1521万円

繰出金 5億9854万円

予備費 2000万円
投
資
的
経
費

普通建設事業費 2億8329万円

災害復旧事業費 125万円

合　　　計 67億4800万円
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だ
よ
り

平
成　

年
町
議
会
第
1
回
定
例
会

25

　

平
成
�5
年
町
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
３
月

４
日（
月
）か
ら
３
月
1�
日（
木
）ま
で
開
か
れ
、

次
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■�

大
淀
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

■�

大
淀
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

■�

大
淀
町
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
特

定
公
園
施
設
の
設
置
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

■�

大
淀
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

■�

大
淀
町
道
路
の
構
造
の
技
術
的
基
準
を
定
め

る
条
例

■�

大
淀
町
道
に
設
け
る
道
路
標
識
の
寸
法
を
定

め
る
条
例

■�

大
淀
町
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
町

道
の
構
造
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

■�

大
淀
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■�

大
淀
町
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
■�

大
淀
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

事
業
者
の
指
定
に
関
す
る
基
準
並
び
に
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例

■�
大
淀
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
事
業
者
の
指
定
に
関
す
る
基
準
並

び
に
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係

る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方

法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

■�

大
淀
町
水
道
事
業
布
設
工
事
監
督
者
の
配
置

基
準
及
び
資
格
基
準
並
び
に
水
道
技
術
管
理

者
の
資
格
基
準
に
関
す
る
条
例

■�

大
淀
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■�

大
淀
町
営
土
地
改
良
事
業
の
経
費
に
充
て
る

べ
き
金
銭
、
夫
役
及
び
現
品
の
賦
課
徴
収
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■�

大
淀
町
学
童
保
育
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

■�

大
淀
町
乳
幼
児
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

■�

大
淀
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部

条
例

■�

大
淀
町
文
化
会
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

■�

大
淀
町
看
護
師
等
就
業
支
度
金
貸
与
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

■�

平
成
��
年
度
大
淀
町
一
般
会
計
補
正
予
算　

（
第
４
号
）

■�

平
成
��
年
度
大
淀
町
住
宅
改
修
資
金
等
貸
付

金
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

■�

平
成
��
年
度
大
淀
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

■�

平
成
��
年
度
大
淀
町
公
園
墓
地
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

■�

平
成
��
年
度
大
淀
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

■�

平
成
��
年
度
大
淀
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

■
平
成
�5
年
度
大
淀
町
一
般
会
計
予
算

■�

平
成
�5
年
度
大
淀
町
住
宅
改
修
資
金
等
貸
付

金
特
別
会
計
予
算

■�
平
成
�5
年
度
大
淀
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
予
算

■�

平
成
�5
年
度
大
淀
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算

■�

平
成
�5
年
度
大
淀
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予

算

条
例
等
の
制
定
◦
一
部
改
正

平
成
25
年
度
当
初
予
算

平
成
24
年
度
予
算
の
補
正

■�

平
成
�5
年
度
大
淀
町
公
園
墓
地
事
業
特
別
会

計
予
算

■�

平
成
�5
年
度
大
淀
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算

■
平
成
�5
年
度
大
淀
町
病
院
事
業
会
計
予
算

■
平
成
�5
年
度
大
淀
町
水
道
事
業
会
計
予
算

■�

次
代
を
担
う
若
者
世
代
支
援
策
を
求
め
る
意

見
書

■�

介
護
保
険
制
度
の
抜
本
的
改
革
を
早
期
に
求

め
る
意
見
書

■�

国
民
健
康
保
険
制
度
の
抜
本
的
改
革
を
早
期

に
求
め
る
意
見
書

■�

大
淀
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

意　
　
　

見　
　
　

書

そ　
　
　

の　
　
　

他
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Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
関
す
る
注
意
喚
起
と

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
配
信
に
つ
い
て

ご注意

　

今
般
、中
国
に
お
い
て
微
小
粒
子
状
物
質（
Ｐ

Ｍ
２
・
５
）
に
よ
る
深
刻
な
大
気
汚
染
が
発
生

し
、
日
本
に
お
い
て
も
一
時
的
に
Ｐ
Ｍ
２
・
５

濃
度
の
上
昇
が
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｍ

２
・
５
と
は
、
大
気
中
に
浮
遊
す
る
小
さ
な
粒

子
の
う
ち
、
そ
の
大
き
さ
が
２
・
５
マ
イ
ク
ロ

メ
ー
ト
ル
以
下
の
粒
子
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

こ
の
物
質
は
、
物
の
燃
焼
や
環
境
大
気
中
で
の

化
学
反
応
に
よ
り
生
成
さ
れ
ま
す
。

　

人
体
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
小
さ

な
粒
子
で
あ
る
た
め
、
肺
の
奥
深
く
ま
で
入
り

や
す
く
、
喘ぜ
ん
そ
く息
や
気
管
支
炎
な
ど
の
呼
吸
器
系

疾
患
の
リ
ス
ク
の
上
昇
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
肺
が
ん
の
リ
ス
ク
の
上
昇
や
循
環
器
系
へ

の
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
注
意
喚
起
情
報
を
配

信
す
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
受
信
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
奈
良
県
の
環
境
情
報
サ
イ
ト
「
エ

コ
な
ら
」（http://w

w
w

.eco.pref.nara.
jp

/in
d

ex.h
tm

l

）、
ま
た
は
、
下
記
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
登
録
で
き
ま
す
。

　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
よ
る
注
意
喚
起
の
例
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
例
】

Ｐ
Ｍ
２
・
５
注
意
喚
起
の
お
知
ら
せ

◆
平
成
○
○
年
○
○
月
○
○
日

【
午
前
５
～
７
時
の
時
間
値
の
平
均
値
○

マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
／
㎥
】

　

本
日
、
注
意
喚
起
を
行
う
暫
定
的
な
指

針
値
で
あ
る
、
日
平
均
70
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ

ム
／
㎥
を
超
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
下
記
事
項
に
つ
い
て
ご
留
意
く
だ
さ

い
。

※　

不
要
不
急
の
外
出
を
避
け
、
屋
外
で

の
長
時
間
の
激
し
い
運
動
は
で
き
る

だ
け
控
え
て
く
だ
さ
い
。

※　

屋
内
で
も
、
換
気
や
窓
の
開
閉
を
必

要
最
小
限
に
す
る
な
ど
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
疾
患
の
あ
る

人
、
小
児
、
高
齢
者
の
人
は
、
よ
り
慎

重
な
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

入
札
契
約
室
を

創
設
し
ま
し
た

　

事
業
執
行
課
か
ら
入
札
執
行
業
務
を
切

り
離
す
こ
と
で
、
よ
り
公
正
で
透
明
性
の

高
い
入
札
制
度
の
確
立
と
入
札
・
契
約
手

続
き
の
適
正
な
運
用
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
町
役
場
総
務
部
企
画
政
策
課
内

に
「
入
札
契
約
室
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

入
札
契
約
室
の
主
な
業
務
を
紹
介
し
ま

す
。

◦�

工
事
請
負
等
の
入
札
・
契
約
制
度
の
企

画
調
整
に
関
す
る
こ
と

◦�

契
約
事
務
に
係
る
指
導
、
審
査
及
び
総

括
に
関
す
る
こ
と

◦�

工
事
請
負
等
の
入
札
参
加
業
者
の
資
格

審
査
お
よ
び
そ
の
選
定
等
に
関
す
る
こ

と
◦�

工
事
請
負
等
の
入
札
及
び
契
約
に
関
す

る
こ
と

◦�

物
品
役
務
等
の
入
札
に
関
す
る
こ
と

◦�

建
設
工
事
、
測
量
、
設
計
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
等
の
競
争
入
札
参
加
者
の
指
名
登

録
に
関
す
る
こ
と

◦�

物
品
役
務
等
の
競
争
入
札
参
加
者
の
指

名
登
録
に
関
す
る
こ
と

　メールマガジンの登録方法や詳しい内容については、県環境情報サイト「エコな
ら」をご覧いただくか、県環境政策課までお問い合わせください。
◦奈良県環境情報サイト「エコなら」　http://www.eco.pref.nara.jp/index.html
◦奈良県環境政策課　☎0742-27-8734

携帯電話からの登録は
こちらから（QRコード）

【docomo】 【softbank】 【au】
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■問い合わせ先　町役場　企画政策課

　

町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
地
域
を
元
気
に
す
る
た
め
の
地
域
づ
く
り
活
動
や
、

地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
に
対
し

て
、
活
動
経
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。﹁
活
動
の
内
容
を
発
展
さ
せ
た
い
。﹂﹁
新

た
な
活
動
を
始
め
た
い
。﹂と
思
っ
て
い
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
こ

の
助
成
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
団
体

は
以
下
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
団
体

と
し
ま
す
。

◦ 

町
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
務
所
機
能

を
有
す
る
こ
と

◦ 

団
体
の
活
動
範
囲
に
大
淀
町
が
含
ま

れ
る
こ
と

◦ 

10
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、
複
数
の
町

民
を
含
む
こ
と

◦  

規
約
、
会
則
等
で
運
営
方
法
等
が
決

ま
っ
て
お
り
、
会
員
の
資
格
の
得
喪

に
関
し
て
、
不
当
な
条
件
を
付
し
て

い
な
い
こ
と

◦ 

宗
教
的
、
政
治
的
お
よ
び
反
社
会
的

活
動
を
目
的
と
し
な
い
こ
と

　

次
の
①
～
④
に
掲
げ
る
事
業
で
、
公

益
性
が
あ
り
、
活
動
を
通
し
て
団
体
と

住
民
等
と
の
交
流
が
生
ま
れ
町
全
体
へ

の
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
事
業
を
対

象
と
し
ま
す
。

① 

郷
土
文
化
の
保
存
・
伝
承
・
学
術
的

な
調
査
・
研
究
お
よ
び
本
町
に
ふ
さ

わ
し
い
新
し
い
文
化
を
創
造
す
る
活

動
・
事
業
等

②
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
事
業

③
地
域
づ
く
り
推
進
事
業

④ 

地
域
の
課
題
を
地
域
住
民
が
主
と

な
っ
て
解
決
し
よ
う
と
す
る
た
め
の

事
業

　

助
成
対
象
事
業
は
、
事
業
の
性
質
に

よ
り
以
下
の
区
分
に
分
か
れ
ま
す
。

①
先
進
モ
デ
ル
事
業

　

事
業
の
先
進
性
や
公
益
性
の
高
さ
、

他
の
団
体
等
へ
の
模
範
性
な
ど
の
点
に

お
い
て
優
れ
て
い
る
事
業

②
一
般
事
業

　

先
進
モ
デ
ル
事
業
以
外
の
事
業

①
先
進
モ
デ
ル
事
業

　

助
成
対
象
と
な
る
経
費
の
３
分
の
２

以
内
で
、
上
限
を
20
万
円
と
し
て
助
成

し
ま
す
。

助
成
対
象
団
体

助
成
対
象
事
業

助
成
金
の
額

事
業
区
分

申
請
方
法
等

申
請
締
切

地域の特産品や地域資源を活用して、
地域の PR や都市住民との交流等を進める事業

②
一
般
事
業

　

助
成
対
象
と
な
る
経
費
の
２
分
の
１

以
内
で
、
上
限
を
10
万
円
と
し
て
助
成

し
ま
す
。

　

町
が
定
め
る
必
要
書
類
を
ご
提
出
い

た
だ
き
、
審
査
を
行
っ
た
後
に
助
成
を

決
定
し
ま
す
。
な
お
、
先
進
モ
デ
ル
事

業
の
申
請
者
に
は
、
書
類
提
出
に
加
え

て
助
成
金
選
考
委
員
会
に
て
事
業
内
容

の
説
明
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

５
月
２
日（
木
）ま
で

※ 　

詳
細
は
、
町
役
場
企
画
政
策
課

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
本

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w

w
w

.
tow

n.oyodo.nara.jp/

）に
も
関

連
情
報
・
事
業
内
容
等
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

み
ん
な
の
力
で
ま
ち
を
元
気
に
！

大
淀
町
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
助
成
制
度

過
去
の
助
成
事
業
の
一
例

住民同士や他世代との交流を通して、地域課題の解決に資する事業
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大
淀
町
防
災
行
政
無
線
が
完
成 

４
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
す

屋
外
拡
声
局（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
）の
運
用
に
つ
い
て

○
災
害
時
や
緊
急
時
に
一
斉
に
放
送
し
ま
す
。　

○
平
常
時
は
、
無
線
機
器
の
故
障
や
不
具
合
を
速
や
か
に
発
見
し
、
災
害
時
や
緊
急
時
に

支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
、
機
器
点
検
の
一
環
と
し
て
毎
日
、
正
午
に『
野
ば
ら
』、
午

後
５
時
に『
夕
焼
け
小
焼
け
』を
放
送
し
ま
す
。

○
行
政
情
報
と
し
て
、
全
町
民
対
象
行
事
等
の
情
報
が
あ
る
場
合
は
、
金
曜
日
午
後
５
時

30
分
に
放
送
し
ま
す
。

《
主
な
放
送
内
容
》

■
災
害
・
緊
急
情
報

　

避
難
勧
告
、
避
難
指
示
、
緊
急
地
震
速
報

　

国
民
保
護
情
報（
テ
ロ
・
攻
撃
）、
防
犯
情
報
な
ど

■
行
政
情
報

　

全
町
的
行
事
の
情
報
、
選
挙
広
報

　

各
週
間
行
事
広
報（
人
権
週
間
、
交
通
安
全
週
間
等
）な
ど

中
継
局

　

２
箇
所
の
中
継
局
に
よ
り
、
町

内
全
域
に
電
波
を
発
信
し
ま
す
。

屋
外
拡
声
局（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
）

　

こ
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
通
じ
て
、

み
な
さ
ん
に
各
種
情
報
を
伝
達
し

ま
す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た
本
町
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業
が
完
了
し
、

４
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

  

災
害
時
や
災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
時
に
町
民
の
み
な
さ
ん
に
迅
速
に
情
報
を
伝
達

し
、
災
害
を
最
小
限
に
食
い
と
め
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
整
備
し
ま

し
た
。

　

こ
の
防
災
行
政
無
線
は
、
町
役
場
に
統
制
台（
操
作
卓
）を
配
置
し
、
２
箇
所
の
中
継

局（
西
ヶ
峰
・
旭
ヶ
丘
）を
介
し
て
町
内
77
箇
所
に
設
置
し
た
屋
外
拡
声
局（
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
）か
ら
音
声
放
送
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
各
区
と
防
災
関
係
機
関
に
携
帯
型
無
線

機（
相
互
通
信
）を
配
置
し
、
情
報
を
速
や
か
に
把
握
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
常
時
に
は
、
行
政
情
報
の
提
供
な
ど
に
も
活
用
し
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
利
用
し
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
の
放
送
は
、
強
風
、
豪
雨
な
ど

の
気
象
条
件
や
周
辺
環
境
に
影
響
さ
れ
や
す
い
た

め
、
聞
き
取
り
に
く
い
状
況
の
時
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
家
屋
の
遮
音
性
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
音
量
を
小
さ
く
し
、
放
送
時

は
窓
を
少
し
開
け
、
窓
際
で
聞
き
取
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

お
願
い

統
制
台

　

デ
ジ
タ
ル
方
式
で
、
全
て
の
機

能
を
制
御
し
、
情
報
を
迅
速
に
発

信
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
役
場　

総
務
課　

安
全
対
策
推
進
室
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■町農林水産物直売所生産出荷者組合に関する問い合わせ先
　吉野路大淀ｉセンター事務所（午前 10 時～午後３時）　☎ 0747-54-5361　　 0747-54-5362

陳列するまでのながれ
①出荷の準備
　出荷する品物を袋詰めして、品物によっては袋
の口をテープで巻いて荷造りします。
②搬入
　袋と品物にシール、バーコード（単価等）を貼

は

り
付けて直売所に搬入します。
③出荷
　出荷の受付時間は午前７時30分から午前９時ま
での間で、毎週火曜日は定休日です。
④出荷代金の精算
　1カ月ごとに出荷者の預（貯）金口座に振り込まれ
ます。
⑤残品の確認

出荷者組合の会員になるには
■出荷者
　出荷者は、原則として町内の生産者です。出荷
者組合の会員は登録制で、毎年更新です。
■申込方法
　登録するための申請書を提出してください。
■申請書受付期間　５月１日（水）まで
■申請書提出先　吉野路大淀ｉセンター事務所
■登録費・年会費
　登録費　1,000円
　年会費　3,000円
　※１　年会費は出荷者組合の総会で決定します。
　※２　申請書提出時に支払っていただきます。
■手数料
　商品代金の15％（野菜）および20％（花類）を道の
駅に納めることになります。
■その他
　出荷に必要なシール、バーコード、袋などは、
実費負担となります。

　出荷した品物が完売したかどうか、
午後５時から午後５時30分までの間
に直売所に来てもらいます。新鮮な
品物を販売するため、売れ残った品
物は引き取ってもらいます。

吉野路大淀ｉセンター（道の駅）内の農林水産物直売所への出荷者組合の会員を募集します。
出荷者組合の会員になれば、あなたが作った野菜などを直売所で販売することができます。

あなたも直売所に出荷してみませんか？
出荷者組合
会員募集！

　４月から平成25年度の学生納付特例制度の受付
が始まります。
　これは学生の人が申請により、在学期間中の保
険料を猶予し、社会人になってから納付できる制
度です。手続きには、年金手帳・印鑑・新しく交付
された学生証または在学証明書が必要です。
　前年と同じ学校に在学し、日本年金機構から学
生納付特例申請書（はがき）が届いた人は、必要事
項を記入し、返送することで申請できます。
　なお、学生納付特例承認期間は年金受給資格期
間には認められますが、年金額には反映されませ
ん。10年以内であれば保険料をさかのぼって納め
ること（追納）ができますので、将来受け取る年金
額を増額するためにも、追納することをお勧めし
ます。（承認を受けた期間の翌年度から起算して３
年度目以降の追納は、当時の保険料額に加算額が
上乗せされます。）
■問い合わせ先　
◦大和高田年金事務所　☎0745-22-3531
◦町役場　ほけん課

学 生 で 保 険 料 が
払 え な い と き は国民年金国民年金 ご協力ありがとうございました

備蓄品の提供
　災害に備え、備蓄品（毛布）の募集をさせていただ
いたところ、みなさんから多数の毛布が届けられま
した。ご協力ありがとうございました。
　このお届けいただいた毛布は、町で大切に保管管
理をさせていただき、災害に備えたいと思います。
なお、災害に強いまちづくりのためにも、今後もみ
なさんのご理解・ご協力をよろしくお願いいたしま
す。 
■問い合わせ先
　町役場　総務課　安全対策推進室

大淀町ふるさと応援寄附金について
　２月中に次の方から寄附をいただきました。

　　　匿　　　名　　 3,000円

　みなさまの熱い想いを実現できるよ
うに、大切に活用させていただきます。
　今後も変わらぬ応援をお願いいたし
ます。
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改正 一般の生命
保険料控除

介護医療
保険料控除

個人年金
保険料控除

控除限度額
計

前 35,000円 35,000円 70,000円
後 28,000円 28,000円 28,000円 70,000円

■
固
定
資
産
税
の
全
期
・
第
１
期
の

納
期
で
す

　

平
成
25
年
度
の
固
定
資
産
税
の
全

期
・
第
１
期
分
の
納
期
は
、
４
月
�0

日（
火
）ま
で
で
す
。

　

な
お
、
納
税
通
知
書
が
４
月
15
日

頃
ま
で
に
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合

は
、
お
手
数
で
す
が
税
務
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
軽
自
動
車
税
の
納
期
で
す

　

平
成
25
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
納

期
は
、
４
月
�5
日（
木
）か
ら
５
月
15

日（
水
）ま
で
で
す
。
軽
自
動
車
税
の

納
付
書
は
４
月
24
日
頃
に
発
送
す
る

予
定
で
す
。
４
月
中
に
届
か
な
い
場

合
は
、
お
手
数
で
す
が
税
務
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
で
き
ま
す

　

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
は
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
バ
ー
コ
ー
ド
の

な
い
も
の
、納
期
限
を
過
ぎ
た
も
の
、

金
額
を
訂
正
し
た
も
の
や
汚
れ
な
ど

に
よ
り
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
れ
な

い
も
の
は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
納
付
金
額
が
30
万
円
を
超
え

る
場
合
も
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

支払保険料 控 除 額
15,000円以下 支払保険料の金額
40,000円以下 支払保険料の金額×0.5＋7,500円
70,000円以下 支払保険料の金額×0.25＋17,500円
70,000円超 35,000円

支払保険料 控 除 額
12,000円以下 支払保険料の金額
32,000円以下 支払保険料の金額×0.5＋6,000円
56,000円以下 支払保険料の金額×0.25＋14,000円
56,000円超 28,000円

※ 　各制度については、担当課に問い合わせてく
ださい。

※ 　所得の確認ができない（申告のない）人または
世帯は、それぞれの制度を利用することができ
ない場合があります。注意してください。

　平成23年分の申告から公的年金等の収入金額が
�00万円以下で、かつ、公的年金等以外の所得金額
が�0万円以下の人は確定申告書を提出する必要が
なくなりましたが、「公的年金等の源泉徴収票」に記
載されている控除以外の控除の適用を受けるとき
は、町県民税申告書の提出が必要です。該当する人
で町県民税申告書をまだ申告していない人は、町県
民税申告書を提出するようにしてください。
　また、次の制度を利用している人（世帯）は、平成
24年中に所得がなかった場合や所得が少ない場合
でも、所得（収入）の申告が必要です。
　町県民税申告書が届いていない場合は、お手数で
すが町役場税務課までご連絡ください。
■対象となる主な制度と担当課

国民健康保険に加入している人

ほけん課

介護保険被保険者（65歳以上の人）と
同一世帯全員
後期高齢者医療保険に加入している人と
同一世帯全員
国民年金保険料の免除申請をする人
および配偶者・世帯主
福祉医療費助成制度受給者
および扶養義務者
障害基礎年金受給者
子ども手当などの受給資格の認定

福祉課保育料の算定
福祉サービス・各種助成を受ける人

公営住宅に入居している人 人権施策
推進室

その他、所得証明書などの交付を必要とする人

町県民税の申告はお済みですか？
平成25年度町県民税の改正について

　地方税法が改正されたことにより、生命保険料
控除が改正されました。（以下の控除額はいずれも
町県民税の控除額です。）なお、所得税においても
生命保険料控除の改正がなされています。
■改正の内容
　これまでの生命保険料控除は「一般の生命保険料
控除」と「個人年金保険料控除」の２種類に分けられ
ていましたが、平成25年度課税分から新たに「介護
医療保険料控除」が加わり、３種類になりました。
適用限度額はそれぞれ２万８千円で、合計適用限
度額は７万円です。

■控除額の計算方法
（あ）旧契約
　　…契約日が平成23年12月31日以前のもの

（い）新契約
　　…契約日が平成24年１月１日以降のもの

（う）旧契約と新契約の双方について生命保険料控
除の適用を受ける場合は、控除額は上記（あ）・（い）
による金額とし、介護医療保険料控除を合わせた
合計適用限度額は７万円になります。

税　　　　お知らせ税　　　　お知らせに関するに関する
■問い合わせ先　町役場　税務課
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４
月
１
日
か
ら
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
対
象
と
な
ら
な
い
中
軽
度

難
聴
児（
18
歳
未
満
）の
健
全
な
発
達

を
支
援
す
る
た
め
、
補
聴
器
購
入
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
が
始
ま

り
ま
し
た
。

■
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
両
耳
の
聴

力
レ
ベ
ル
が
30
デ
シ
ベ
ル
以
上
70
デ

シ
ベ
ル
未
満
で
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
対
象
外
と
な
る
児
童
で
、
補
聴

器
装
用
に
よ
る
効
果
が
期
待
で
き
る

人※ 　

助
成
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。

■
助
成
額　

　

購
入
費
用
の
３
分
の
２

※ 　

基
準
額
を
超
え
る
場
合
は
、
基

準
額
の
３
分
の
２

　

申
請
に
は
指
定
医
の
意
見
書
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

難
聴
児
補
聴
器
購
入
費

助
成
制
度

　

４
月
１
日
か
ら
、
育
成
医
療（
18

歳
未
満
の
児
童
で
、
身
体
上
の
障
が

い
を
有
す
る
人
ま
た
は
現
存
す
る
疾

患
を
放
置
す
る
と
将
来
障
が
い
を
残

す
と
認
め
ら
れ
る
人
で
、
手
術
等
の

治
療
に
よ
っ
て
確
実
な
治
療
効
果
が

期
待
で
き
る
人
に
対
し
て
、
指
定
育

成
医
療
機
関
で
治
療
す
る
医
療
費
の

一
部
を
助
成
す
る
制
度
）の
申
請
窓

口
が
後
記
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
し

た
。

■
申
請
窓
口

〇
変
更
前　

吉
野
保
健
所

〇
変
更
後　

町
役
場　

福
祉
課

育
成
医
療
に
関
す
る

窓
口
変
更
の
お
知
ら
せ

　

４
月
１
日
か
ら
、
障
が
い
者
の
定

義
に
新
た
に
難
病
等（
治
療
方
法
が

確
立
し
て
い
な
い
疾
病
そ
の
他
の
特

殊
な
疾
病
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る

も
の
に
よ
る
障
が
い
の
程
度
が
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
程
度
で
あ
る

人
）が
追
加
さ
れ
、
難
病
患
者
の
人

が
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
対
象

と
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
町
役
場
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

の
対
象
追
加（
難
病
患
者
）

　
　
　
　
　
　

■
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　
　

町
役
場　

福
祉
課

汲
くみ

取
と

り便槽や浄化槽を
ご利用中のみなさまへ

　最近、汲取り便槽から汲み取ったし尿や、浄化
槽清掃で抜き取った汚泥に、タオルやオムツ、衣
類、ビニール、油、残飯といったごみ等が混入し
ていることがあります。それらが混入していると、
処理施設の配管を詰まらせるなど、施設に悪影響
を及ぼし、最悪の場合それが原因で処理ができな
くなり、各家庭からの収集作業に支障が生じる可
能性があります。このようなことを防止するため
にも次のことに十分注意してください。
● タオルやオムツ、衣類、ビニールなどは、トイ

レに捨てたり、流したりせず、燃えるごみ等そ
れぞれのごみの日に出してください。

※ 　万が一、ごみを誤って流したり、落としたり
した場合は、汲取り時に清掃業者にそのことを
伝えてください。

● 油や残飯は、排水口には絶対に流さず、油につ
いては市販の廃油処理剤などを使用するか、新
聞紙などに染み込ませて、それらを燃えるごみ
で出してください。残飯については、きちんと
水切りし、燃えるごみで出してください。
■問い合わせ先
　町役場　環境整備課

介護保険料の特別徴収
　介護保険料は、法令の定めにより一定の要件を満
たす人については、特別徴収（年金からの天引き）で
保険料を納付いただくこととなっています。 
※　この特別徴収は、仮徴収（４月、６月、８月の３回）

と本徴収（10月、12月、２月の３回）があります。

　介護保険料（年額）の確定は、前年中の所得により
判定される町民税の課税状況等を基にして決定され
るため、当該年度の町民税の課税状況が確定する６
月以降となります。
　このことから、仮徴収においては、その年度に納
めていただく介護保険料が確定していないため、前
年度の本徴収期間に納めていただいた額を仮の保険
料として設定することになります。
　これは、年間の保険料が確定した後に本徴収の３
回で納付いただくと１回あたりの保険料額が高くな
ることを避けるための仕組みです。
　なお、本徴収では、年間保険料額から仮徴収額を
除いた額を10月、12月、２月の３回に分けて納めて
いただくこととなります。
※　特別徴収以外の人は、普通徴収（納付書による納

付）となります。

　介護保険制度は、介護の負担を社
会全体で支える制度です。
　保険料の納付にご理解とご協力を
お願いします。

■問い合わせ先　町役場　ほけん課

だより介 護 保 険
教 ！え て

な る ほ ど

福
祉

お
知
ら
せ

福
祉

お
知
ら
せ

に
関
す
る

に
関
す
る
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町
は
、
昼
間
に
保
護
者
が
就
労
な

ど
の
理
由
で
家
庭
保
育
が
で
き
な
い

児
童
の
健
全
育
成
を
目
的
に
、
プ
レ

ジ
ャ
ー
ル
ー
ム（
学
童
保
育
室
）を
開

設
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
、
学
童
保
育
の
充

実
を
は
か
る
た
め
、
各
プ
レ
ジ
ャ
ー

ル
ー
ム
に
お
い
て
、
小
学
校
１
年
生

～
６
年
生
の
児
童
が
学
童
保
育
の
対

象
と
な
り
ま
し
た
。

■
対　

象

　

小
学
校
１
年
生
～

　

６
年
生
の
児
童

■
入
室
申
請
を
行
う
学
童
保
育
所

○
希
望
ヶ
丘
プ
レ
ジ
ャ
ー
ル
ー
ム　

○
緑
ヶ
丘
プ
レ
ジ
ャ
ー
ル
ー
ム　
　

○
桜
ヶ
丘
プ
レ
ジ
ャ
ー
ル
ー
ム

■
定　

員

　

各
70
名

※ 　

申
込
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合

は
、
入
室
を
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

■
優
先
順
位

　

申
し
込
み
者
が
定
員
を
超
え
た
場

合
は
、
次
の
順
番
で
低
学
年
の
児
童

か
ら
受
け
入
れ
を
行
い
ま
す
。

①
１
年
生
の
児
童

②
２
年
生
の
児
童

③
３
年
生
の
児
童

④
４
年
生
の
児
童

⑤
５
年
生
の
児
童

⑥
６
年
生
の
児
童

※ 　

同
学
年
の
場
合
は
ひ
と
り
親
家

庭
の
児
童
を
優
先
し
ま
す
。
ま
た

低
学
年
で
も
無
職
の
祖
父
母
と
同

居
し
て
い
る
児
童
は
、
入
室
を
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
児
童
の
保
険
証
の
写
し

※ 　

後
日
、
保
護
者
の
就
労
証
明
書

等
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
請
書
提
出
先

　

町
役
場　

福
祉
課

学
童
保
育

　

５
月
か
ら
園
庭
開
放
を
は
じ
め
ま

す
。
い
っ
し
ょ
に
保
育
所
で
遊
び
ま

せ
ん
か
？

　

保
育
所
に
入
所
し
て
い
な
く
て
も

親
子
で
参
加
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

■
日　

時

　

平
日

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時

■
対
象
者

　

未
就
園
児（
０
歳
～
）と

　

そ
の
保
護
者

■
住　

所

　

大
淀
町
桧
垣
本
２
４
８
４-

１

■
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
０
７
４
７-

52-

２
６
９
３

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：1-h

o
ik

u
@

tow
n.oyodo.lg.jp

公
立
保
育
所

園
庭
開
放

■
日　

時

　

毎
月
第
３
木
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時

■
対
象
者

　

未
就
園
児（
０
歳
～
）と

　

そ
の
保
護
者

■
住　

所

　

大
淀
町
越
部
１
１
７
９

■
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
０
７
４
７-

52-

４
０
７
１

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：a

o
zo

ra
-

hoiku@
tow

n.oyodo.lg.jp

※ 　

各
保
育
所
の
年
間
予
定
表
は
、

町
役
場
福
祉
課
窓
口（
４
月
末
日

か
ら
）に
あ
り
ま
す
。
日
程
、
内

容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※�　

保
育
所
見
学
は
、
保
育
所
に
問

い
合
わ
せ
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ

い
。

町
立
第
一
保
育
所

町
立
あ
お
ぞ
ら
保
育
所

　
　
　
　
　
　

■
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　
　

町
役
場　

福
祉
課

子
育
てお

知
ら
せ

子
育
てお

知
ら
せ

に
関
す
る

に
関
す
る

●附属設備使用料が安くなりました
　１日の施設使用時間を長くしていただくことで附
属設備使用料が最大で３分の１となります。この機
会にぜひご利用ください。

町文化会館からのお知らせ ～小ホールの仕様変更について～
●４月１日から小ホールの仕様が変更となりました
　これまでの机30台、椅子90席の配置から、舞台、
椅子90席の新しい配置となりました。
※ 　上記以外の附属設備を使用される場合は、追加

料金が必要となりますのでご注意ください。

詳しくは町文化会館ホームページ、または電話でお問い合わせください。
■問い合わせ先　町文化会館　☎0747−54−2110

花のテラスのある
自然がいっぱいの園庭です

きれいな芝生のある
園庭です
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全員でたすきを繋いで
第８回市町村対抗子ども駅伝大会

　第８回市町村対抗子ども駅伝大会が、3月２日（土）北葛城郡広陵町・河合町の馬見丘陵公園で開催され、本町
代表チームとして12人の選手が出場しました。
　この大会は、子どもの健全育成を図るとともにスポーツ全般に必要な基礎体力や連帯感を養うことを目的に
奈良県などが主催して開催されたもので、県内の市町村から35チーム（タイムトライアルレース38チーム）が
参加しました。
　大会当日は、時折小雪がちらつく天候の中、８区間14.665㎞のコースを選手たちは元気いっぱいに走り、
57分17秒で完走し、23位という結果を収めました。また、タイム
トライアルレースに参加した選手たちも、ひとつでも上の順位をめ
ざして元気いっぱい走りました。
◇選手（男女学年別五十音順） 
　乾　　良企（希望ヶ丘小学校）　　小川　朋華（希望ヶ丘小学校）
　川本　隆平（桜ヶ丘小学校）　　　谷口　　愛（緑ヶ丘小学校）
　辰己　和樹（桜ヶ丘小学校）　　　辻本　温奈（桜ヶ丘小学校）
　増井　　駿（桜ヶ丘小学校）　　　丸本　彩果（緑ヶ丘小学校）
　南　　星太（希望ヶ丘小学校）　　南　　笑里（緑ヶ丘小学校）
　山田　悠暉（緑ヶ丘小学校）　　　平田　奈美（緑ヶ丘小学校）　

子どもに愛情を
町家庭教育学級合同研修会

　２月21日（木）、町役場会議室で、町立の小学校と
幼稚園でそれぞれ活動している家庭教育学級の合同
研修会が奈良県教育振興会との共催で開催されました。
　当日は、永年特別支援教育に尽力され、現在、Ｎ
ＰO法人「かかしの会」理事長の向野幾世さんより「今 
子育てに求められていること」と題して講演がありま
した。
　講演では、子どもは暖かい愛情に包まれて育つこ
とで、人を大切にする心が育まれ、その後の生きて
いく力に繋がっていくことを教えていただきました。
また、結果の善し悪しよりも、根っこにある“人への
おもいやり”など子どもの心根を観ることの大切さな
どを、ご自身の幼少時代の体験を交えて解りやすく
話されました。
　永年実践を積んでこられた向野さんのお話に引き
込まれ、参加者は熱心に話を聴き大変有意義な研修
会となりました。

優勝をめざして
町体育協会主催剣道大会

　２月10日（日）平畑体育館で、町体育協会主催の剣
道大会が開催されました。
　参加者のみなさんは、日ごろの練習の成果を発揮
すべく、元気いっぱい試合に臨んでいました。
◇主な結果（敬称略）
　小学生３年生以下の部
　　優　勝　山口　亮　
　　準優勝　上杉　颯万
　　第３位　北　美徳
　小学生４年生以上の部
　　優　勝　松尾　明彦
　　準優勝　島田　瑞萌
　　第３位　梅本　大世

▲本町から出場した選手のみなさん

研修会の様子 ▼

▲講師の向野幾世さん

▲真剣勝負！
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在学中の恩返し
町立大淀中学校３年生が清掃活動

　３月８日（金）、町立大淀中学校３年生の有志約35
人が卒業を前に、公共施設や登下校で利用した駅な
どの清掃活動を行いました。この活動は、在学中に
お世話になった場所、汚してしまった場所への感謝
とお詫びの気持ちをこめて行われており、今回で33
回目となりました。
　町役場と町文化会館周辺でも、ほうきや火バサミ、
ゴミ袋を持った中学生が清掃活動を行いました。
　清掃の後は、３年間の感謝の気持ちを込めて、町
長に花束とメッセージが贈られました。

▲清掃活動の様子

子どもの安全のために
町更生保護女性会が防犯ブザーを寄贈
　３月１日（金）、町更生保護女性会から、町教育委
員会に防犯ブザー183個が寄贈されました。これは、
犯罪を未然に防止するとともに、児童・生徒が犯罪か
ら身を守る助けとなればという思いから行われました。
　町教育委員会では、この４月に町内小学校に入学
する児童に対し、この防犯ブザーを配布します。
　町更生保護女性会は、女性の立場から、犯罪・非行
をなくし明るい社会をつくることをめざして活動さ
れています。ありがとうございました。 

▲町更生保護女性会のみなさん

奈良県大会優勝
大和柔心舘

　３月３日（日）、全国少年柔道大会奈良県予選が大
和高田市立武道館で開催され、本町の大和柔心舘が
優勝しました。
　試合は１チーム５人制の団体戦で行われ、チーム
一丸となって各試合で熱戦が繰り広げられました。
　なお、優勝された大和柔心舘は、５月４日・５日に
講道館（東京都）で開催される全国大会に出場されま
す。
◇出場メンバー（敬称略）
　先鋒　外村　宗太（桜ヶ丘小学校５年生）
　次鋒　椙本　真玄（御所市）
　中堅　藤原　　駿（桜ヶ丘小学校６年生）
　副将　松坂　太勢（緑ヶ丘小学校６年生）
　大将　井上翔汰朗（天理市）

伝統文化を通して
伝統文化こども教室　発表交流会

　伝統文化にかかわる町民相互の交流の場として、
おおよどチャレンジクラブ主催の伝統文化子ども教
室 発表交流会が、３月３日（日）町文化会館あらかし
ホールで開かれました。
　今年度おおよどチャレンジクラブで活動をしてき
た町琴伝流子ども大正琴教室、町装道和装礼法こど
も教室、町子ども茶道教室、町子ども日本舞踊教室
のみなさんが、日ごろの練習の成果を発表しました。
　また、最後に「おおよど語り部の会」のみなさんに
より「おおよどふるさとカルタ」をつかった交流会が
行われました。

▲かるた遊びでの交流会

▲優勝した大和柔心舘のみなさん
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元気いっぱい楽しもう
ふれあいの集い

　３月23日（土）、町立旭ヶ丘体育館で、ふれあいの
集いが行われました。
　このふれあいの集いは、町内に住む身体に障がい
がある人や、町内の福祉施設に通う人たちに、運動
会を楽しんでもらおうと町ボランティア連絡協議会
の主催で毎年行われているものです。
　この日は、ボランティアや介助する人を含め約250
人が、パン食い競争、風船割り、玉入れなど約９種
目の競技に参加し、みなさん元気に楽しんでいました。

飛び出し防止に
ストップマークの寄贈

　３月13日（水）町役場で、（財）奈良県トラック協会
から町交通安全母の会にストップマークが贈呈され
ました。
　このストップマークは、見通しの悪い交差点で児
童・生徒や歩行者に一時停止を促し、交通事故を防止
することを目的としています。
　今回の贈呈に際し、町交通安全母の会　川本会長は、

「ストップマークを効果的に活用して、子どもたちの
飛び出しを防止するとともに、交通安全に対する意
識を高めてもらいたいと思います。」と話していまし
た。

元気いっぱいプレー
親善・新人バレーボール大会

　３月10日（日）午前、町スポーツ少年団「親善バレ
ーボール大会」が町立平畑体育館において開催されま
した。この親善大会は、団員同士の交流と親睦を図
ることを目的として開催されており、３支団から５
チームが参加して元気いっぱいプレーをしていました。
　また、午後からは、「新人バレーボール大会」が開催
され、３支団から４チームが出場してリーグ戦形式
で試合が行われました。この新人大会は、６年生が
引退し新チームとなってからの最初の試合で、練習
の成果を発揮できるよう元気いっぱい試合に臨んで
いました。
◇新人バレーボール大会結果
　優　勝　 中西増 Jr スポーツ少年団
　準優勝　 緑ヶ丘スポーツ少年団
　第3位　 北野スポーツ少年団Ａチーム

中西増 Jr スポーツ少年団
　キャプテン　上田佳奈さんのコメント
　優勝できてよかったです。次の大会も優勝できるよ
うにがんばりたいです。

別れを惜しむ
町立大淀幼稚園　閉園式

　３月29日（金）、町立大淀幼稚園で閉園式が行われ、
在園児や卒園児をはじめ約100人が参加しました。
　大淀幼稚園は昭和42年に設立され、これまでに
1,772人の園児が卒園しました。この日の式典では、
これまでの園の歴史や思い出が語られ、集まったみ
なさんは思い出のつまった園舎で別れを惜しんでい
ました。
　また、併せて開催された記念コンサートでは、シ
ンガーソングライターとしても活躍されている光明
寺住職 三浦明利さんが「縁を大切にすること」や「感
謝の気持ちを伝えること」を歌にして、子どもたちに
伝えてくださいました。

▲風船割の様子

▲優勝した中西増Jr スポーツ少年団

▲贈呈式の様子

▲�「おもいでのアルバム」の歌とともに
思い出をふりかえる

▲卒園児でもある三浦明利さん
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３
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）に
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文
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館
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し
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で
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テ
ィ
バ

ル
＆
ち
び
っ
子
桧
垣
本
座
卒
業
発
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ま
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フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
県
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外
で
能
楽
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ど
の

伝
統
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能
を
学
ん
で
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る
子
ど
も
た
ち
と
の
交

流
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狂
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け
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ま
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。
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野
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々
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。
ど
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練
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果
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と
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表
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が
で
き
ま
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で
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春
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ら
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学
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絵
さ
ん
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て
く
れ
ま
し
た
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フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
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最
後
に
は
、
ち
び
っ
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桧
垣
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を
指
導
す
る
先
生
た
ち
が
、独ど
っ

鼓こ
「
熊

坂
」と
舞
囃
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土
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演
じ
ま
し
た
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会
場
に
は
大
淀
町

生
ま
れ
の
組
み
立

て
知
育
ブ
ロ
ッ
ク

Ｌラ
キ
ュ
ー

Ａ
Ｑ
の
特
別
展
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が
併
せ
て
行
わ
れ
、

雅
な
花
見
風
景
の
展
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も
あ
り
ま
し
た
。

第
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回
大
和
猿
楽
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フ
ェ
ス
テ
ィ
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＆ 

第
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期
ち
び
っ
子
桧
垣
本
座
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表
会

　

３
月
20
日（
水
）大
阪
市
中
央
区
に
あ
る
大
槻

能
楽
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で
公
益
社
団
法
人
能
楽
協
会
大
阪
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催
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さ
わ
っ
て
み
よ
う
！
能
の
世
界
！
」

に
出
演
し
ま
し
た
。
親
子
で
能
楽
体
験
に
来
て

い
る
人
た
ち
の
前
で
舞
囃
子
を
発
表
し
ま
し

た
。
ま
た
、
発
表
だ
け
で
な
く
能「
船
弁
慶
」も

鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

３
月
29
日（
金
）に
は
能
楽
と
ゆ
か
り
の
深
い

天
川
村
の
天
河
大
弁
財
天
社
能
舞
台
で
第
11

期
ち
び
っ
子
桧
垣
本
座
と
し
て
最
後
の
発
表
を

し
ま
し
た
。
天
河
大
弁
財
天
社
は
芸
能
の
神
様

と
し
て
た
く
さ
ん
の
芸
能
人
も
参
拝
し
、
内

田
康
夫
さ
ん
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浅
見
光
彦
シ
リ
ー
ズ「
天
河
伝

説
殺
人
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件
」の
舞
台
に
も
な
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
世
阿
弥
の
子
、
元
雅
も
こ
の
能
舞
台
で
演

能
し
た
記
録
が
あ
り
、
阿
古
父
尉
と
い
う
能
面

を
寄
進
し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
歴
史
的
な
場
所

で
演
じ
る
こ
と
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き
、
ち
び
っ
子
桧
垣
本
座

に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
約
１

年
余
り
、
第
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期
ち
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桧
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本
座
を
ご
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援
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
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い
ま
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た
。
今

年
は
、
世
阿
弥
生
誕
６
５
０
年
に
あ
た
り
ま

す
。
こ
の
機
会
に
気
楽
に
気
軽
に
能
楽
の
お
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子
の
ル
ー
ツ
桧
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本
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楽
に
触
れ
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み
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い
。
こ
れ
か
ら
も
ち
び
っ
子
桧
垣
本
座
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【参加団体】
◦ちびっ子桧垣本座（大淀町）
◦ 犬山中学校アートコミュニ

ケーションクラブ（犬山市）
◦ 千里丘中学校区地域教育協議

会土曜スクール「こども能教
室」（吹田市）

◦橋本こども狂言教室（橋本市）
◦ 斑鳩小学校能楽金剛クラブ
（斑鳩町）

◦ 明日香村伝承芸能こども教室
（明日香村）

◦府立吹田東高等学校（吹田市）

▲知育ブロックＬＡＱ

▲ちびっ子桧垣本座 ▲ちびっ子桧垣本座

▲明日香村伝承芸能こども教室 ▲斑鳩小学校能楽金剛クラブ

▲千里丘中学校区地域教育
　協議会土曜スクール「こど
　も能教室」

▲府立吹田東高等
　学校

▲橋本こども狂言教室▲犬山中学校アー
　トコミュニケー
　ションクラブ
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お知らせ

　本紙今月号の折り込みで、平成25年度の町保健事業予定 ( 成人の検診、子どもの健康診査・予防接種・
教室など ) をお知らせしています。

（健康増進課）

５月２日（木）です。
［乳幼児］午前９時～午前11時
　　　　 身体計測や、保健師・栄養士に
             よる健康や育児についての相談
             を行います。
［成　人］午後２時～午後４時
             尿検査・血圧測定・保健師や栄養
             士による健康についての相談を
             行います。

母子健康手帳・妊婦健康診査補助券は町保健センター
で交付しています。印鑑を持ってきてください。

母子健康手帳は町保健センターで交付しています

●子どもの健康診査

●予防接種

　 実施日　・　受付時間 対　　　象

４ カ 月 児 健 康 診 査
４月11日（木）・午後０時45分～午後１時 H24.11.21～ H24.12.13生まれ
５月13日（月）・午後０時45分～午後１時 H24.12.14～ H25. １.12生まれ

10 カ 月 児 健 康 診 査
４月12日（金）・午後０時45分～午後１時 H24. ５.16～ H24. ６.15生まれ
５月14日（火）・午後０時45分～午後１時 H24. ６.16～ H24. ７.15生まれ

３ 歳 児 健 康 診 査 ４月23日（火）・午後１時15分～午後２時 H21. ９. １～ H21.10.31生まれ

※１　対象児にはお知らせを送付します。　
※２　料金は無料で、場所は町保健センターです。
※３　今年度から BCG 予防接種は４カ月児健診とは別日程で行います。
※４　４カ月・10カ月児健康診査では、午後１時から午後１時30分まで離乳食講座、講座終了後健康診査を実施します。
　　　健診を受ける人は、講座開始前の受付時間内に会場へ来てください。健診は受付順です。

予防接種名 実施日 受付時間
対象児

今月通知する子 前の対象で受けていない子
四 種 混 合

百日咳
ジフテリア

破傷風（不活化ポリオ） Ⅰ期初回
（３回接種）

４月10日（水）
５月10日（金）
６月10日（月）

午後１時30分
～午後１時45分

H24.12.16
～ H25. １.10生まれ

７歳６カ月未満の子 

三種混合およびポリオワクチ
ンを受けていない子

三 種 混 合
百日咳（ジフテリア）破傷風

Ⅰ期初回
（３回接種）

４月10日（水）

午後１時15分
～午後１時30分

７歳６カ月未満の子

Ⅰ期
追加

H23. ５.14
～ H23. ９.15生まれ

「Ⅰ期初回」の接種を終了した
７歳６カ月未満の子 

Ⅱ期 午後１時45分
～午後２時

前年度対象者で受けていない
13歳未満の人

☆今年度Ⅱ期対象者（小学校６年生）は、夏休み期間に集団接種を予定しています。
　夏休み前に各学校または、保健センターから個人通知します。

不活化ポリオ
（皮下注射）

初回
（３回接種） ４月30日（火） 午後２時

～午後２時15分 ７歳６カ月未満の子

麻しん風しん
混　　　　 合

第１期 ４月30日（火）
午後１時30分
～午後２時

H24. ３.28
～ H24. ４.30生まれ １歳から２歳未満の子

第２期 ４月３日（水）
４月30日（火）

H19. ４. ２
～ H19. ６.30生まれ

日本脳炎 １期初回
（２回接種）

１回目 ４月19日（金）
４月22日（月） 午後１時30分

～午後２時
H21. ４. ２

～ H22. ４. １生まれ
第１期を終了していない
小中学生

２回目 ５月20日（月）
５月21日（火）

※１　対象児には予診票を送付します。　※２　料金は無料で、場所は町保健センターです。
　★転入された人は、以前に受けた予防接種の種類・回数等のご連絡をお願いします。
　　〈連絡がない場合は、予防接種のご案内ができない場合があります。〉
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（健康増進課）

未熟児養育医療の申請先が保健センターに変わりました！
　４月１日から、未熟児養育医療の申請先が県保健所から市町村に変わりました。申請が必要になった場合は、
保健センターへ連絡してください。
　なお、低出生体重児の出生の届出の受理および未熟児の訪問指導についても町が行うこととなりました。

未熟児養育医療とは…
　身体の発達が未熟なまま出生した乳児が指定医療機関に入院して治療を行う必要がある場合に
その治療に必要な医療費の一部を助成する制度です。

検診・内容 実施日・場所・受付時間 対　　象 料　　金 定員

胃がん検診
（胃部Ｘ線撮影・問診）

○５月７日（火）
　南大和公民館
○５月15日（水）
　町保健センター
○５月17日（金）
　北野東公民館
○５月27日（月）
　町役場
午前９時～午前10時30分

満35歳以上の町民 【満35～64歳】1,000円
【満65歳以上】 500円

各回50人
※　要予約
※　先着順

大腸がん検診
（便潜血検査・問診） 満40歳以上の町民 【満40～64歳】 400円

【満65歳以上】 200円

各回70人
※　要予約
※　先着順

肺がん検診
（胸部Ｘ線撮影・問診）
（必要な人は喀痰検査　
※　別料金 )
大腸がん検診

（便潜血検査・問診）
前立腺がん検診

（血液検査・問診）
肝炎ウイルス検診

（血液検査・問診）

○６月21日（金）
　町保健センター
午後１時30分～午後３時

満40歳以上の町民
※　前立腺がん検診は男性

のみ
※　肝炎ウイルス検診は以

前に町で受けた人以外

【満40～64歳】各400円
【満65歳以上】各200円

70人
※　要予約
※　先着順

乳がん検診
（視診・触診・問診・乳房Ｘ
線撮影）

○４月24日（水）
　町立大淀病院
○５月１日（水）
　町立大淀病院
午後１時～午後２時30分

満40歳以上の町民（女性）
※　受診回数は２年度につ
き１回です。平成24年
度に受診した人は今年度
は対象になりません。た
だし女性特有のがん検診
無料クーポン券で今年度
受ける人はこの限りでは
ありません。

【満40～49歳】2,000円
【満50～64歳】1,800円
【満65歳以上】 500円

20人
※　要予約
※　先着順

予約受付は４月８日（月）から　※　保健センターに電話等で申し込んでください。

検診・内容 実施期間 実施医療機関 対　　象 料　　金

乳がん検診
（視診・触診・問診・乳房Ｘ
線撮影） ４月～

平成26年２月末
※ 　医療機関の

予約が定員に
なり次第終了

県内の契約医療機関
※ 　希望の医療機関が該

当するか等、詳しくは
お問い合わせください。

満40歳以上の町民（女性）
※　平成24年度に受け

ていない人

【満40～49歳】2,300円
【満50～64歳】2,000円
【満65歳以上】　500円

子宮がん検診
（視診・内診・問診・子宮頸
部細胞診）

県内の登録医療機関
※ 　希望の医療機関が該

当するか等、詳しくは
お問い合わせください。

満20歳以上の町民（女性）
※　平成24年度に受け

ていない人

〈頸部のみ〉
【満65歳未満】2,000円
【満65歳以上】 500円
〈頸部・体部〉
【満65歳未満】2,900円
【満65歳以上】 500円

●個別検診
　医療機関で個別に受診するための受診票を発行しています。
　発行の申請は町保健センターに電話などで申し込んでください。

●集団検診
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　ぽかぽかと春の陽気を感じる毎日になりましたね。
　保健センターだよりもいよいよ３年目に突入です。
もっとみなさんの身近な存在になって、健康な町づく
りに取り組んでいきます。よろしくお願いします。

＊＊＊地域に密着した健康づくり＊＊＊
　町保健センターは、赤ちゃんからお年寄りまで町民
みなさんの健康づくり・病気の予防のために様々な事
業を行っています。

保健センターの事業の一例

　赤ちゃんや子どものこと、大人の検診や健康のこと
などお気軽にご相談ください。お電話での相談も随時
お受けしています。
　今月号の折り込みで、平成�5年度の町保健事業予
定（成人の検診、子どもの健康診査・予防接種・教室
など）をお知らせしています。年間の事業予定を確認
して、検診や教室をお申込みください。また、毎月
の広報や町ホームページ（http://www.town.oyodo.
nara.jp）でも事業予定を載せていますので、ご確認く
ださい。

STOPタバコおおよど応援隊（禁煙支援サポーター）養成講座		受講生募集
　町では、『タバコから子どもを守ろう』をスローガンに無煙の環境をめざして取り組んでいます。この取組を支援
する町民の人を募集します。多くの人がタバコと健康問題についての認識を深められるよう、まずは STOP タバ
コおおよど応援隊の仲間と一緒に学びませんか。
■日時・内容

日　程 内　容　（ ）内は講師 場　所
第１回目

４月24日（水） 開講式 町役場
201会議室

第２回目
５月24日（金） 講義（内科医師）

町保健センター

第３回目
６月20日（木） 講義（保健師）

第４回目
７月１日（月） 講義（保健師）

第５回目
８月27日（火） 講義（栄養士）

第６回目 講義（歯科衛生士）
第７回目 意見交換会
第８回目 講義（精神保健福祉士）

第９回目 講義
（帝塚山大学教授 天野先生）

第10回目 閉講式

■時　間
　午後１時30分～午後３時30分
■対象者　
◦たばこの取組に関心のある町民の人
◦養成講座を７回以上受講できる人
◦講座終了後、禁煙支援サポーターとして活動
　できる人
■定　員
　20名
■申込方法
　町保健センターまで電話でお申し込みくださ
い。
■その他
◦７回以上出席した人に修了証書を交付します。
◦第６回目以降の日程は、後日ご連絡します。
■問い合わせ先
　町保健センター（健康増進課）
　☎0747-52-9403

お待ちしています♪

Ｐ 大淀
病院入口⇨

宅
急
便
Ｐ Ｐ

中吉野警察署 保健センター

スーパー
R309

町立大淀病院の西側（中吉野
警察署側）の４階にあります。

駐車場は、大淀病院駐車場
（地図上 P）をご利用ください。

■開館時間　月～金曜日（祝祭日、年末年始を除く）
　　　　　　午前８時30分～午後５時15分
■問い合わせ先　町保健センター（健康増進課）
　　　　　　　　☎0747−52−9403
　　　　　　　　（住所：大淀町下渕353−1）

健康教室・健康相談
赤ちゃん・子どもの健診

健康づくりボランティアの
養成・サポートがん検診

予防接種



1�

vol.49

『
栄
養
っ
て
と
っ
て
も
大
事
！
』　
そ
の
２

Ｎ
Ｓ
Ｔ（
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）で
の
言
語

聴
覚
士
の
役
割

　

前
月
か
ら
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ（
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
）に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
言
語

聴
覚
士
も
そ
の
一
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
主
な
活
動
内
容
は
、
摂
食
・
嚥え

ん

下げ

機
能
の

評
価
や
訓
練
、
経
口
摂
取
が
で
き
る
か
で
き

な
い
か
の
判
断
な
ど
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
ま
ず
、
嚥
下
に
つ
い
て
高
齢

者
に
あ
り
が
ち
な
お
話
を
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
食
事
の
と
き
、
食
べ
物
を
口
の

中
に
入
れ
て
、
噛か

ん
で
、
飲
み
込
み
ま
す
。

普
段
何
気
な
く
行
っ
て
い
る
こ
の
動
作
が
、

加
齢
や
病
気
に
よ
り
効
率
よ
く
で
き
な
く

な
っ
て
く
る
と
、
食
事
に
時
間
が
か
か
っ
た

り
、食
べ
る
量
が
減
っ
た
り
し
ま
す
。
例
え
ば
、

最
近
食
べ
や
す
い
も
の
だ
け
を
食
べ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
、
主
食（
お
粥か

ゆ

や
パ
ン
な
ど
）

だ
け
で
お
か
ず
は
あ
ま
り
食
べ
な
い
、
と
い

う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
す
る
と
、
低
栄

養
に
よ
り
体
重
が
減
っ
た
り
、
体
に
必
要
な

ビ
タ
ミ
ン
類
や
微
量
元
素（
鉄
や
亜
鉛
な
ど
）

が
不
足
し
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
が
毎
日
続
く

と
栄
養
と
体
力
は
ど
ん
ど
ん
低
下
し
て
い
き

ま
す
し
、
食
事
を
摂
る
た
め
の
筋
力
も
同
様

に
低
下
し
ま
す
。
そ
し
て
、
む
せ
や
す
く
な

り
、
む
せ
た
と
き
に
咳
を
す
る
筋
力
も
低
下

し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
が
続

く
と
、
食
べ
物
や
水
分
が
気
管
に
入
っ
て
し

ま
い
、
誤ご

嚥え
ん
せ
い
は
い
え
ん

性
肺
炎
と
い
う
病
気
を
引
き
起

こ
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　　

で
は
、
こ
の
誤
嚥
性
肺
炎
で
入
院
と
な
っ

た
患
者
様
に
Ｎ
Ｓ
Ｔ（
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
）が
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
言
語
聴

覚
士
が
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
く
の
か
を

少
し
具
体
的
に
お
話
し
ま
す
。

　

言
語
聴
覚
士
は
、
医
師
の
指
示
の
も
と
、

ま
ず
摂
食
・
嚥
下
障
害
の
評
価
を
行
い
ま
す
。

こ
こ
で
嚥
下
機
能
の
状
態
を
把
握
し
、
嚥
下

訓
練
の
適
応
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
決
定
し
ま
す
。

　

適
応
と
な
っ
た
場
合
、
嚥
下
の「
基
礎
訓

練
」か
ら
実
施
し
、
口こ

う
く
う腔
・
咽い

ん
と
う頭
・
喉こ

う
と
う頭
器
官
の

機
能
改
善
を
目
指
し
ま
す
。「
基
礎
訓
練
」で
は

食
物
は
使
い
ま
せ
ん
。
口
の
中
を
清
潔
に
保

つ
た
め
の
口
腔
ケ
ア
や
口
腔
内
・
顔
面
・
舌
の

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
嚥
下
に
関
わ
る
筋
肉
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
を
中
心
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
で
き
る
限
り
誤
嚥
の
リ

ス
ク
を
減
ら
し
な
が
ら
、
安
全
に
経
口
摂
取

が
可
能
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、次
に
、食
物
を
用
い
る
嚥
下
の「
直

接
訓
練
」を
少
し
ず
つ
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の「
直
接
訓
練
」で
は
、
食
事
時
の
姿
勢
や

介
助
の
方
法
な
ど
を
決
め
、
ま
ず
、
少
量
の

水
の
試
飲
・
ゼ
リ
ー
の
試
食
を
行
い
ま
す
。
こ

こ
で
痰た

ん

が
増
え
た
り
、
38
℃
以
上
の
熱
が
出

た
り
と
い
っ
た
、
誤
嚥
の
症
状
を
認
め
な
け

れ
ば
、
嚥
下
訓
練
食
、
移
行
食
と
段
階
的
に

食
事
形
態
の
調
整
・
提
案
な
ど
を
行
い
、
可

能
な
ら
ば
常
食
へ
と
改
善
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
言
語
聴
覚
士
は
、

医
師
を
は
じ
め
他
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
意
見

交
換
し
な
が
ら
、
対
象
患
者
様
の
経
口
摂
取

訓
練
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　　

必
要
な
栄
養
量
を
経
口
摂
取
で
き
る
の
か
、

部
分
的
に
可
能
な
の
か
、
困
難
で
あ
る
の
か
、

に
よ
っ
て
、
今
後
の
栄
養
摂
取
の
方
向
性
は

異
な
っ
て
く
る
の
で
す
が
、
言
語
聴
覚
士
は
、

少
量
で
も「
口
か
ら
食
べ
る
」こ
と
が
で
き
、

な
お
か
つ
、
栄
養
管
理
が
し
っ
か
り
行
わ
れ

て
い
れ
ば
、
患
者
様
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活
の
質
）

も
よ
り
良
く
保
た
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う

信
念
の
も
と
で
Ｎ
Ｓ
Ｔ（
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
）活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
立
大
淀
病
院

　
　
　

言
語
聴
覚
士　

中
浦　

誠

いきいき健康セミナー

第25回セミナー　糖尿病のはてな
～みんなはどう思っている !? ～

講師：看護師　香川 里美氏

■日　時　４月26日（金）
　　　　　午後２時から１時間程度
■場　所　町立大淀病院　２病棟３階　会議室
■定　員　30人
■料　金　無料
■申し込み　事前の申込みもできます。
■問い合わせ先　町立大淀病院　経営企画課
　　　　　　　　☎0747−52−8801

何回目からでも
どなたでも

参加していただけます！
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◇大淀あらかしテレビの番組に関すること
　町役場　総務課　☎0747−52−5501
◇�こまどりケーブルの加入・サービス内容に関すること
　こまどりケーブル　☎0120−667−740

小学校英語指導助手の
ディオン・リーレイ・クラークさん

　大淀あらかしテレビでは、町内で行われた行事や
地域の話題をはじめ、各種行政情報、保健センター
だよりなど盛りだくさんの内容で放送しています。

　大淀あらかしテレビを視聴するには、こまどりケー
ブルへの加入が必要です。ぜひ加入してください。

　みなさん、こんにちは！梨の音です。さわやかな春の香
りが風に乗って漂ってきました。いまこそ余分な重ね着を
脱ぎすてる時がきたのです、ヒートテックをしまいこんで
素晴らしい気候を満喫しましょう。最近の私はといえば、
スポーツとダンスを楽しんでいます。
　他の JET のメンバーや私がダンスに夢中になっているこ
とに、大勢のみなさんが気付いていたかもしれません。あ
なたがもしまだ気付いていないのであれば、ライフや電車
の中で鼻歌を歌いながら手の動きで一風変わった表現をし
ている私たちを見かけても怖がらないでくださいね。私は
保証します。私たちは完全に正常な状態です。JET 国際文
化祭が６月16日に川西文化会館で催されます。私たちは
自分たちの演目の準備をしています。今年、マリッサと私
はヒップホップダンスとレ　ミゼラブルやライオンキング
のミュージカルで参加します。この２つのミュージカルは、
私のお気に入りのブロードウェイミュージカルなので、私
はとても興奮していますし、練習を一生懸命しようと思っ
ています。どなた様も歓迎いたしますので、どうか私たち
のことを見にいらしてくださいね。
　私はいろいろな所でダンスの練習をしてきました、それ
はつまりあらゆる場所でという意味です。私たちは御所、
桜井、奈良、そしてなんと桜ヶ丘小学校でも練習したので
すよ。学校や教育委員会は私たちのダンスの練習のために
体育館の使用を認めてくれました。私たちの稽古の後には、
いつも PTA のバレーボールの練習があります。みなさん
に一つ私について知っておいてもらいたいことがあります。
それは、私が無類のバレーボール好きで、バレーボールを
するのが大好きだということです。しかし残念ながら、私
はバレーボールが本当の本当に下手なのです。けれども、
私は一生懸命頑張ってプレーし、楽しいひと時を過ごすこ
とができます。ある日、私たちはダンスの稽古をしたあと
で PTA のバレーボールの練習に誘われました。私は彼ら
についていけると思ったのですが、そこにいる父兄の方々
はプロ級の腕前でした。とにかく見事でした。比べて私た
ちは完全な初心者でしたが、父兄のみなさんは私たちにま
た来て一緒にプレーしようと強く誘ってくれました。彼ら
はとても素敵な人たちで、一緒にプレーするのが楽しかっ
たです。もっと上手くなって彼らと再び一緒にバレーボー
ルができたらいいなと思っています。

　Hello everybody! Nashi no oto desu. The fresh 
smell of spring is in the air. It’s time to shed those 
extra layers, pack away that heat tech and enjoy the 
wonderful weather. Lately, I have been enjoying this 
time with sports and dancing. 
　Many of you might have noticed that the other 
JETs and I are in a dancing frenzy. If you haven’
t noticed, please do not be afraid if you see us 
in Life or on the train humming to ourselves and 
making strange hand gestures. I assure you. It is 
perfectly normal. The JET International Arts Festival 
is on June 16th at the Kawanishi Culture Hall and 
we are preparing for our performances. This year 
Marissa and I will be participating in a hip hop dance 
performance and a musical performance of Les 
Miserables and the Lion King. These are honestly 
two of my favorite Broadway musicals of all time, so I 
am really excited and will practice very hard. Everyone 
is welcome so please come and see us!
　When I say we have been having dance practice 
everywhere, I mean everywhere. We’ve been to Gose, 
Sakurai, Nara, and even Sakuragaoka. The school 
and the Board of Education have been really gracious 
in letting us use the gymnasium for our dance 
practices. Usually after our rehearsal there is PTA 
volleyball practice. One thing you should know about 
me is that I absolutely adore volleyball and love to 
play. Unfortunately, I am really really bad at it. Never 
the less, I try my best and still have a good time! 
One day after our dance rehearsal we were invited 
to join the PTA volleyball practice. I thought I would 
be able to keep up, but these parents played like 
professionals. They were amazing! Even though we 
were complete novices in comparison, the parents 
still urged us to come back and play again. They 
were very lovely people and fun to play with. I hope 
that I can get better at volleyball and play with them 
again!

投稿ビデオ　大募集！
　視聴者のみなさんからの投稿ビデオを募集して
います。投稿方法等、詳しくは町役場総務課まで
お問い合わせください。

看護の日フェスタ
一日まちの保健室

　奈良県看護協会南和地区の保健師、看護師、奈良県
栄養士会の栄養士が担当します。みなさん気軽にお越
しください。参加者には、粗品をプレゼントします。
■日　時　５月11日（土）午前10時～午後３時
　　　　　※　雨天決行
■場　所　吉野路大淀ｉセンター（芦原）
■内　容　　　
○健康チェック
　血圧・身長・体重・骨密度・血管年齢など
　※　骨密度は素足で測定します。
○相談コーナー
　健康相談・栄養相談・介護相談・在宅介護相談など
■参加費　無料
■主　催　奈良県看護協会南和地区支部
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　「お家でのお子さまとの関わり方」「オムツ替え」「授乳」
など、家庭への子育てについて相談がある場合は、自宅に
訪問します。気軽に利用してください。

　子育てを支援する町の事業で、延明保育園に委託して事
業を実施しています。
■ク ラ ス　赤ちゃんクラス（３ヵ月～１歳３ヵ月）
　　　　　　火曜日
　　　　　　その他　月曜日・水曜日
■時　　間　午前10時～午前11時15分（９時30分から開放）
■場　　所　町地域子育て支援センター
■持 ち 物　水筒・お手ふき・参加費（大人１人につき100円）
※１　各クラスはすべて申込制です。
※２　月～金曜日は「あそびの森」の開放日です。自由に
　　利用してください。申し込みは必要ありません。
　　時間は午前10時から午後２時までです。
■育児相談　育児相談は随時受付をしています。
　　　　　　希望者は、延明保育園に直接申し込んでくだ
　　　　　　さい。
■問い合わせ先　延明保育園　☎0747−52−0388

発会式

◇日　　時　４月10日（水）
◇内　　容　 一年間の予定をお話します。この日に新

年度の登録を行います。

ベビーマッサージ

◇日　　時　４月22日（月）
◇参 加 費　初回300円、次回から200円
◇内　　容　 助産師が指導します。
※　着脱しやすい服装でお越しください。

お誕生会

◇日　　時　４月23日（火）午前10時～
◇場　　所　延明保育園
◇内　　容　 ４月生まれのお友達を、保育園のお友達

とみんなでお祝いします。素敵なプレゼ
ントもありますので、４月生まれのお子
さんはぜひ参加してください。

赤
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ス

４／10（水）発会式「はじめまして こんにちは！」

４／16（火）プレママっこ　ワイワイたいむ「ママの
自己紹介♪」

４／30（火）ベビーサーキット
※　動きやすい服装でお越しください。

そ
の
他

４／10（水）発会式「はじめまして こんにちは！」

４ ／15（月）ゲームあそび

４ ／17（水）ワイワイたいむ「ママの自己紹介♪」
手作りおやつ「おからクッキー」

４ ／24（水）制作「こいのぼりを作ろう！」

ちびっこフェスティバル
　大道芸人さんがやってきます！楽しいお話もあり
ます！週末の時間をご家族で楽しく過ごしません
か？
　町子育て支援センター主催のゲームなども予定
していますので、ぜひみなさんでお越しください。

◇日　時　５月26日（日）
　　　　　午前10時～午前11時30分
◇場　所　町地域子育て支援センター
◇申込方法
　申込用紙に必要事項を記入し、町子育て支援セ
ンターへ持参、もしくは FAX でお送りください。

詳しくは折込チラシをご覧ください。

　水泳を始めてみませんか？無料体験を実施していま
すので、ぜひお越しください。
◇期　間
　５月８日（水）～12日（日）

こどもスイミングスクール　無料体験

◇時　間

◇受　付　４月13日（土）～
　　　　　※　電話またはフロントにて受付
◇その他　定員等、詳しくはお問い合わせください。

クラス 対　象 時　　　　　間

A 満４歳～
１年生

（水・木・金曜日）午後３時40分～
（土 曜 日）午前10時30分～
（日 曜 日）午前10時～

B １年生～
４年生

（水・木・金曜日）午後４時50分～
（土 曜 日）午前11時40分～
（日 曜 日）午前11時10分～

C ３年生～
中学生

（水・木・金曜日）午後６時～
（土 曜 日）午後０時50分～
（日 曜 日）午前11時10分～
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図書館からのお知らせ

４月のおはなし会
●４月13日（土）午後２時30分～
　こどものためのおはなし会

●４月21日（日）午後３時～
　こどものためのおはなし会

●４月28日（日）午後２時～
　大人のための朗読会　響

図書館利用者カード情報更新のお知らせ
　町立図書館では、利用者カード情報の更新を実施しています。カード
の更新対象者につきましては、貸出窓口でお知らせしますので、ご協力
をお願いします。
■平成�5年度に新たにカード情報更新対象者となる人
　平成15年４月１日から平成16年３月31日までにカードの登録をした人
■カードの更新方法
　住所、氏名等の変更がないかを確認しますので、利用者カードと住所・
氏名が確認できるもの（運転免許証・健康保険証・郵便物等）を窓口に持参
してください。
※ 　利用者情報のみの更新です。カードは新しくなりませんので、大切

にお持ちください。
■問い合わせ先　町立図書館　☎0747−54−2120

　４月に入り、入学、入社と新生活の始まりです。社会人では
自分でお弁当をつくる「弁当男子」が話題になりました。お弁当を
持っていくことは、「エコ」・「健康」・「節約」と良いことづくしです。
新生活はお弁当と共にスタートしましょう。

日 月 火 水 木 金 土

16 17 18 19 20

23

14 15

28

7 8 9 10 11 12 13

52 3 4 6

24 25 27

4月のカレンダー

2221

1

29 30

文化会館・図書館ともに休みの日

図書館が利用できない日　　　　

4月のカレンダー4月のカレンダー

2626

　ぼくは、べんとうべんたろ
う。大好きなエリーゼのため
に、弁当をつくろうと決心し
た。
　ご飯は、日本の「田園」から。
玉子焼きは、ロシアの「白鳥
の湖」から。お茶は、チャイ
コフスキー茶。それからシュ
ーマンのしゅうまい。素敵な

　27年間勤めた会社をリストラさ
れ、妻や娘からも愛想をつかされ
た芦溝良郎49歳。自信も誇りも居
場所もない彼は絶望の毎日を過ご
すが、ある日、ふと幼少期を思い
出し、公園でどんぐりを拾い始め
ます。家族の目を盗み、どんぐり
を家で調理して食べるという突飛
な行動に出たことから人生が変わ
りはじめます。

　お友達のヒキガエルくんが引っ
越して、ちょっぴりさびしいカエ
ルくん。外はピクニックびより。

「そうだ、弁当屋をはじめよう。」
あちこちにぶらさげたポスターを
見て、みつばちやクマさんから注
文がきて大忙しです。弁当屋を始
めて、みつばちは親切だし、こわ
いと思ったクマさんも本当はやさ
しいって気づき、カエルくんは楽
しくなりました。

　子どものお弁当って大変～！で
も日々がんばっているかわいい子
どものため、時々はかわいいお弁
当作りに挑戦してみては！恐竜の
おかかチーズごはん弁当、小鳥さ
んのおうちスパゲティ弁当…。
　現役ママが考案した、子どもが
喜ぶかわいくておいしいお弁当
を、ごはん・パン・麵

めん

といった主食
別に紹介。

「べんとうべんたろう」　
文／中川ひろたか　絵／酒井絹恵　偕成社

「カエルのべんとうや」
さく／安江リエ　え／あべ弘士　福音館書店

「ひなた弁当」
著／山本甲士　中央公論新社

「決定版!幼稚園のおべんとう裏ワザ大事典」
辰巳出版

だじゃれ弁当を、エリーゼは喜んでくれるかしら…？
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体
罰
を
考
え
よ
う

人権コラム
Vol.59

　

大
阪
市
内
の
市
立
高
校
生
徒
の
自

殺
や
、
女
子
柔
道
選
手
に
よ
る
告
発

を
契
機
に
、
体
罰
問
題
が
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
マ
ス
コ
ミ
等
で
も
大
々
的
に
取

り
上
げ
ら
れ
、
体
罰
の
是
非
を
め
ぐ

り
、学
校
や
ス
ポ
ー
ツ
界
を
は
じ
め
、

様
々
な
場
所
で
活
発
な
論
議
が
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

体
罰
と
は「
肉
体
的
苦
痛
を
与
え

る
懲
ち
ょ
う
か
い
戒
」の
こ
と
で
、
懲
戒
と
は「
特

別
の
監
督
関
係
な
い
し
身
分
関
係
に

あ
る
者
に
対
し
、
一
定
の
義
務
違
反

を
理
由
に
科
す
る
制
裁
」の
こ
と
を

言
い
ま
す
。
つ
ま
り
、教
師
や
監
督
、

親
な
ど
が
悪
い
こ
と
を
し
た
り
、
決

ま
り
を
守
ら
な
い
子
ど
も
や
選
手
な

ど
に
、
殴
っ
た
り
、
長
時
間
立
た
せ

る
な
ど
し
て
こ
ら
し
め
、
指
導
す
る

こ
と
で
す
。

　

体
罰
を
め
ぐ
る
肯
定
的
な
意
見
と

し
て
は「
言
っ
て
も
聞
か
な
い
者
に

は
、
身
体
で
聞
か
せ
る
べ
き
」と
い

う
極
端
な
も
の
か
ら
、「
し
つ
け
や
指

導
に
有
効
」「
愛
の
む
ち
」な
ど
で
す
。

「
私
は
恩
師
か
ら
厳
し
く
指
導
を
受

け
、
殴
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
お
か

げ
で
心
身
と
も
に
強
く
な
れ
た
。」と

い
う
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
コ
メ
ン
ト
に

も
一
定
の
説
得
力
が
あ
り
ま
す
。

　

人
を
育
て
、
指
導
す
る
の
は
非
常

に
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
と

言
っ
て
指
導
方
法
を
体
罰
に
求
め
る

の
が
本
当
に
適
切
な
の
で
し
ょ
う

か
。
確
か
に
一
時
的
に
人
を
緊
張
さ

せ
、
動
か
す
方
法
と
し
て
は
効
果
絶

大
で
す
。
で
も
、
そ
れ
は
恐
怖
や
威

圧
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か

ら
自
主
性
や
積
極
性
が
生
ま
れ
る
と

は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。
前
述
の
ス
ポ
ー

ツ
選
手
の
よ
う
に
感
じ
る
人
が
い

た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
ご
く
一
部
で

あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は「
怒
ら

れ
る
か
ら
～
し
よ
う
」「
叩た
た

か
れ
る
か

ら
～
し
な
い
」と
考
え
、
行
動
す
る

よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
体
罰
に
よ
っ
て
本
当
に
良

好
な
人
間
関
係
は
生
ま
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
も
中
に
は「
叩
い

て
く
れ
て
あ
り
が
た
い
」と
感
じ
る

人
も
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
多

く
は
憎
し
み
や
不
信
を
生
み
出
し
て

し
ま
い
ま
す
。
現
に
、
親
や
教
師
か

ら
の
体
罰
を
く
り
か
え
し
受
け
重
大

な
犯
罪
を
犯
し
た
り
、
自
殺
す
る
な

ど
の
事
象
が
あ
る
の
で
す
。「
愛
の
む

ち
」と
言
え
ど
も
必
ず
し
も
す
べ
て

の
人
が
そ
れ
を
理
解
し
、
受
け
入
れ

て
い
る
と
も
思
え
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、体
罰
を
受
け
て
育
つ
と
、

親
や
指
導
者
に
な
っ
た
と
き
に
、
体

罰
を
行
う
の
が
当
た
り
前
の
よ
う
に

な
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
体
罰
の
循

環
で
す
。

　

体
罰
は
い
わ
ば
劇
薬
の
よ
う
な
も

の
で
、
一
部
の
人
に
は
効
果
が
あ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
大
抵

は
効
果
は
認
め
ら
れ
な
い
ど
こ
ろ

か
、
む
し
ろ
深
刻
な
副
作
用
を
起
こ

す
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

　

今
、学
校
で
は
体
罰
の
な
い
よ
う
、

細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
界
で
も
指
導
の
点
検
、
見

直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。で
も
、

家
庭
に
お
け
る
体
罰
は「
し
つ
け
」と

し
て
な
ら
容
認
す
べ
き
と
の
声
が
あ

り
ま
す
。

　

体
罰
に
よ
っ
て
、
現
実
に
多
く
の

人
が
、
子
ど
も
た
ち
が
悲
鳴
を
あ
げ

て
い
ま
す
。
そ
の
是
非
に
つ
い
て
、

み
ん
な
で
考
え
、

議
論
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

林 野 火 災 の 防 止
　この時季は空気が乾燥し火災が発
生しやすい季節です。また、ハイキ
ング・山菜取り等で入山者が多く、
特に林野での火災が多発する季節で
もあります。
　このような林野での火災予防のた
め、次のことに気をつけましょう。

●枯草等のある火災の起こりやすい場所でのた
き火はやめましょう。

●タバコの投げ捨てはやめましょう。　
●子供たちの火遊びは、絶対にやめましょう。

火事・救急は11�
もう取り付けましたか？

住宅用火災警報器設置相談窓口
☎0747-52-1199

中吉野広域消防組合消防本部・大淀消防署
http://www.nakayoshino.or.jp/
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花
岡
童
話
を
愛
で
る　

第
十
三
話

八
幡
さ
ん
の
か
ず
え
姫（
芦
原
）

文
・
花
岡
大
学　

絵
・
前
田
晃
宏　

　
　

大
淀
中
学
校
文
芸
部

花岡大学「大淀町の伝説と昔話」『大淀町史』1973年より

　

町
文
化
会
館
で
は
、
４
月
か
ら
平

成
25
年
度
あ
ら
か
し
友
の
会
会
員
を

募
集
し
ま
す
。
あ
ら
か
し
友
の
会
の

会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、

町
文
化
会
館
主
催
の
催
し
で
次
の
よ

う
な
特
典
が
あ
り
ま
す
。

■
特　

典

①
チ
ケ
ッ
ト
を
会
員
価
格
で
購
入
し

　

て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

町
文
化
会
館
の
あ
ら
か
し
ホ
ー
ル

で
実
施
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
の
運
営

は
、
そ
の
多
く
の
部
分
が
ス
テ
ー
ジ

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ
と
い
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
組
織
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

の
み
な
さ
ん
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
支
え

る
こ
と
で
地
域
文
化
の
振
興
に
貢
献

し
よ
う
と
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
あ
ら
か
し
ホ
ー

ル
の
利
用
者
の
使
用
料
の
軽
減
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
、
あ
ら
か
し
ホ
ー
ル
の

ス
テ
ー
ジ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
イ

ベ
ン
ト
づ
く
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
こ
こ
で
し
か
得
る
こ
と
の
で

き
な
い
感
動
が
き
っ
と
あ
る
は
ず
で

す
。

■
活
動
内
容　
　

　

ス
テ
ー
ジ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
舞

台
・
照
明
・
音
響
の
３
部
門
の
専
門

講
習
を
受
け
、
裏
方
と
し
て
イ
ベ
ン

ト
の
演
出
・
進
行
を
支
え
ま
す
。

〇
舞　

台　

　

 

舞
台
の
大
道
具
や
小
道
具
の
製
作

と
配
置
・
進
行

〇
音　

響　

　

 

マ
イ
ク
や
ス
ピ
ー
カ
ー
の
調
整
、

音
響
的
な
演
出
と
機
械
操
作

〇
照　

明　

　

 

さ
ま
ざ
ま
な
色
の
照
明
や
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
な
ど
視
覚
的
な
光
の
演

出
と
機
械
操
作

■
参
加
資
格

　

18
歳
以
上
の
人

■
応
募
方
法

　

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

町
文
化
会
館
内　

あ
ら
か
し
ス

テ
ー
ジ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ

　

☎
０
７
４
７-

54-

２
１
１
０

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：syougai

g
a

k
u

sh
u

@
to

w
n

.o
yo

d
o

.
lg.jp

あ
ら
か
し
ス
テ
ー
ジ
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
ク
ラ
ブ　

ス
タ
ッ
フ
募
集

②
チ
ケ
ッ
ト
を
先
行
予
約
し
て
い
た

　

だ
け
ま
す
。

③
情
報
満
載
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど

　

を
お
送
り
し
ま
す
。

※　

会
員
価
格
、
先
行
予
約
い
ず
れ

　

も
１
会
員
に
つ
き
チ
ケ
ッ
ト
４
枚

　

ま
で
で
す
。

　
　

イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
は
１
割

　

未
満
の
割
引
も
し
く
は
割
引
が

　

適
用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。

　
　

チ
ケ
ッ
ト
の
先
行
予
約
枚
数

　

は
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
変
更
す
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
年
会
費

　

１
０
０
０
円

■
有
効
期
限

　

平
成
25
年
４
月
１
日
～

　

翌
年
３
月
末
日

※　

途
中
入
会
の
場
合
も
３
月
末
日

　

ま
で

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
文
化
会
館

　

☎
０
７
４
７-

54-

２
１
１
０

来
年
度
も
魅
力
満
載
の
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

あ
ら
か
し
友
の
会

会
員
募
集

　

芦
原
の
小
字
で
、
八
幡
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
小
高
い
山
が
あ
る
。

　

む
か
し
、
そ
の
あ
た
り
に
、
か
ず
え
姫
と
い
う
た
い
へ
ん
美
し
い
娘

が
い
た
が
、
か
わ
い
そ
う
に
生
れ
な
が
ら
ひ
と
こ
と
も
も
の
が
い
え
な

か
っ
た
。
そ
の
娘
の
父
親
は
、
そ
う
い
う
こ
ど
も
だ
け
に
ふ
び
ん
で
な

ら
ず
、「
か
ず
え
姫
、
か
ず
え
姫
。」と
い
っ
て
か
わ
い
が
っ
て
い
た
が
、

そ
の
不
幸
な
娘
は
、
ふ
と
し
た
病
気
に
か
か
り
、
つ
い
に
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

　

父
親
の
な
げ
き
は
、
は
た
の
み
る
め
も
気
の
ど
く
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
か
ら
ま
も
な
く
そ
の
父
親
は
、
正
覚
寺(

浄
土
宗)

へ
、
鐘
を
つ
く
っ

て
寄
進
し
た
。

　

そ
し
て
鐘
供
養
の
と
き
に
、
集
っ
て
き
た
村
の
人
た
ち
に
、
涙
な
が

ら
に
そ
の
父
親
は
、

　
「
こ
の
鐘
の
音
を
聞
い
た
ら
、
か
ず
え
姫
が
み
ん
な
に
も
の
を
い
っ

て
い
る
声
だ
と
思
っ
て
お
く
れ
。」

と
い
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
聞
い
た
み
ん
な
は
、
親
の
深
い
な
さ
け
に
泣

か
さ
れ
た
と
い
う
。

　

以
前
の
八
幡
さ
ん
と
い
う
と
こ
ろ
に

は
、
彼
岸
さ
く
ら
や
も
み
じ
の
木
が
、

た
く
さ
ん
植
っ
て
い
て
、
き
れ
い
な
か

ず
え
姫
の
す
が
た
が
し
の
ば
れ
る
、
か
っ

こ
う
の
場
所
で
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
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　　　法テラス
　身近な法的トラブルについてお
気軽に問い合わせてください。
　解決に役立つ法制度や最適な相
談機関を紹介します。

■問い合わせ　
　法テラス奈良　☎050−3383−5450
　法テラス南和法律事務所
　（下渕やすらぎビル内）　

☎050−3383−0025

人権相談

教育相談（予約が必要です）

消費生活相談

無料交通事故相談

児童相談

■日時　午前９時〜午後４時
　　　　（土、日、祝日を除く毎日）
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　大淀町役場人権施策推進室

■日時　月・水・金曜日
　　　　午前９時〜午後５時
■場所　大淀町適応指導教室
■問い合わせ　大淀町適応指導教室
　　　　　　　☎0746−34−5016

■日時　毎月第２・第４水曜日
　　　　午後１時〜午後３時
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　大淀町社会福祉協議会
　　　　　　　☎0747−52−1941

■日時　４月16日㈫
　　　　午後１時〜午後４時
■場所　吉野町役場

■問い合わせ　吉野町役場町民課
　　　　　　　☎0746−32−3081
■日時　５月16日㈭
　　　　午後１時〜午後４時
■場所　下市町役場
■問い合わせ　下市町役場住民福祉課
　　　　　　　☎0747−52−0001
■日時　６月14日㈮
　　　　午後１時〜午後４時
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　大淀町役場人権住民課
　　　　　　　☎0747−52−5501

■日時　毎週火曜日
　　　　午後１時〜午後４時
■場所　川上村役場
■問い合わせ　川上村役場地域振興課
　　　　　　　☎0746−52−0111

■日時　４月20日㈯　　
　　　　午前９時〜午後４時
■場所　大淀町中央公民館
■問い合わせ　
　県建築協同組合中吉野支部
　☎0747−52−9971

■日時　毎月第２火曜日
　　　　午前10時〜午後３時
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　県交通安全対策課
　　　　　　　☎0742−27−8731

■日時　５月10日㈮　
　　　　午前10時30分〜午後４時
■場所　下市町保健センター
■問い合わせ　高田こども家庭相談センター
　　　　　　　☎0745−22−6079

無料法律相談（予約が必要です）

心配ごと合同相談

住宅増改築相談

　

平
成
25
年
度「
大
淀
町
高
齢
者
学

級
」の
学
級
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
の
心
と
体
の

健
康
促
進
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
豊

富
な
経
験
や
知
識
を
家
庭
、
地
域
、

社
会
に
活
か
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
、「
高
齢
者
学
級
」を
開

講
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

■
内　

容

　

 

生
き
が
い
学
習
、
人
権
学
習
、
健

康
促
進
学
習
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
な
ど

■
対　

象　

　

本
町
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

■
申
込
期
限　

４
月
23
日（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

☎
０
７
４
７-

52-

１
５
２
２

大
淀
町
高
齢
者
学
級

学
級
生
募
集

　

平
成
25
年
度「
中
央
女
性
学
級
」の

学
級
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

中
央
女
性
学
級
で
は
、
多
く
の
人

と
の
出
会
い
を
大
切
に
、
様
々
な
学

級
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
友
達
・

ご
近
所
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

中
央
女
性
学
級

学
級
生
募
集

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
内　

容

　

 

講
演
会
、
社
会
見
学
、
軽
ス
ポ
ー

ツ
、
実
技
講
習
会
、
調
理
実
習
な

ど
■
開
催
期
間

　

６
月
～
平
成
26
年
３
月

※　

年
間
10
回
程
度
、
平
日
に
開
催

■
対　

象

　

本
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
女
性

■
申
込
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
、
は
が
き
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

■
申
込
締
切　

５
月
31
日（
金
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

　

〒
６
３
８-

８
５
０
１

　

大
淀
町
桧
垣
本
２
０
９
０

☎
０
７
４
７-

52-

１
５
２
２

　

０
７
４
７-

52-

５
５
０
７

■
日　

時

　

土
曜
日
の
午
前
・
午
後(

全
42
回)

　

６
月
１
日
・
８
日
・
15
日
・
22
日

　

７
月
６
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日

　

８
月
３
日
・
10
日
・
24
日

　

９
月
７
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

手
書
き
コ
ー
ス

　

10
月
５
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日

　

11
月
２
日
・
９
日

〇
午
前　

午
前
10
時
～
正
午

〇
午
後　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
場　

所

〇
第
１
・
２
・
３
土
曜
日

奈
良
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー（
磯
城
郡
田
原
本
町
）

〇
第
４
土
曜
日

奈
良
県
聴
覚
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー（
橿
原
市
大
久
保
町
）

■
定　

員　

20
人

■
応
募
条
件　

全
回
出
席
す
る
こ
と

■
受
講
料　

５
０
０
０
円

※ 　

テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
必
要
で
す
。

※ 　

初
回
受
講
時
に
一
括
し
て
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
を
記

入
の
う
え
、
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
申
込
締
切　

５
月
18
日（
土
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

 

奈
良
県
聴
覚
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー

　

〒
６
３
４-

０
０
６
１

　

橿
原
市
大
久
保
町
３
２
０
番
地
11

　
☎
０
７
４
４-

21-

７
８
８
０

　　

０
７
４
４-

21-

７
８
８
８

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：nds-center@

kcn.jp



�6

　

外
来
患
者
さ
ん
の
案
内
誘
導
、
車

椅
子
の
搬
送
、
図
書
コ
ー
ナ
ー
の
管

理
な
ど
、
患
者
さ
ん
の
ア
メ
ニ
テ
ィ

向
上
の
た
め
の
諸
活
動
に
従
事
し
て

い
た
だ
け
る
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
活
動
日
時

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
正
午

※　

週
１
回
程
度

■
問
い
合
わ
せ
先

　

奈
良
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院　

　

病
院
管
理
課

　

☎
０
７
４
４-

22-

３
０
５
１

　
（
内
線
３
２
３
４
）

県
立
医
科
大
学
附
属
病
院

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

刑
事
事
件
、民
事
事
件
を
問
わ
ず
、

暴
力
団
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
の

他
、一
般
的
な
法
律
相
談
に
つ
い
て
、

民
暴
担
当
の
弁
護
士
や
暴
力
追
放
相

談
員
が
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
堅
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
暴
力
団
問
題
等
で
お
困
り

の
人
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

民
事
介
入
暴
力

出
張
相
談
所

古
代
米
を
作
ろ
う
！

里
山
で
遊
ぼ
う
！

　

町
西
部
地
区
の
棚
田
で
紅
染
め
餅

（
古
代
米
）の
栽
培
、
里
山
の
遊
具
遊

び
や
山
の
恵
み
を
利
用
し
た
も
の
づ

く
り
な
ど
を

体
験
し
ま
せ

ん
か
。
ご
家

族
で
、
お
友

達
と
、
お
一

人
で
の
参
加

も
大
歓
迎
で

す
！

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
予
定

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

◦
５
月
19
日（
日
）　

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
里
山
遊
び

◦
６
月
２
日（
日
）　

田
植
え

◦
７
月
21
日（
日
）　

　

竹
工
作
と
流
し
そ
う
め
ん

◦
９
月
８
日（
日
）

　

里
山
コ
ン
サ
ー
ト
と
木
枝
の
工
作

◦
10
月
20
日（
日
）　

稲
刈
り　

◦
11
月
４
日（
月
）　

脱
穀

◦
12
月
１
日（
日
）　

お
餅
つ
き

■
定　

員

　

30
家
族

※ 　

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

当
落
を
通
知
し
ま
す
。

■
年
会
費

　

一
家
族
３
０
０
０
円

※ 　

材
料
費
、
講
師
へ
の
お
礼
を
含

み
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

参
加
者
氏
名
、
住
所
、
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
申
込
締
切

　

４
月
26
日（
金
）

■
主　

催

　
“
夢
”町
づ
く
り
大
淀
・
な
ら
コ
ー

　

プ
■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

植
田（
電
話
は
夜
間
の
み
）

　

☎・　　
０
７
４
６-

32-

０
５
４
７

　

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア『
す
ず
ら
ん

の
会
』で
は
、
毎
月
１
回
、
目
の
不

自
由
な
方
に
ま
ち
の
情
報
紙
広
報
お

お
よ
ど
の
朗
読
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

に
録
音
し
、
声
の
広
報
と
し
て
お
届

け
し
て
い
ま
す
。

　

声
の
広
報
を
利
用
し
て
み
よ
う
と

思
わ
れ
る
方
、
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
方
の
ご
紹
介
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

　

☎
０
７
４
７-

52-

１
５
２
２

町
体
育
協
会 

春
季
大
会
の
参
加
募
集
！

　

町
体
育
協
会
で
は
春
季
大
会
の
参

加
チ
ー
ム
・
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

■
日　

時

　

４
月
21
日（
日
）午
前
９
時

■
場　

所

　

大
淀
健
民
運
動
場

■
申
込
締
切

　

４
月
16
日（
火
）

■
予
備
日

　

４
月
28
日（
日
）

○
一
般
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

■
日　

時

　

４
月
14
日（
日
）午
前
９
時

■
場　

所

　

町
立
平
畑
体
育
館

■
申
込
締
切

　

４
月
９
日（
火
）

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

■
日　

時

　

４
月
14
日（
日
）午
前
９
時

■
場　

所

　

平
畑
運
動
公
園
テ
ニ
ス
場　

■
申
込
締
切

　

４
月
９
日（
火
）

■
予
備
日

　

４
月
21
日（
日
）

○
卓
球

■
日　

時

　

４
月
29
日（
月
・
祝
）
午
前
９
時

■
場　

所

　

町
立
平
畑
体
育
館

■
申
込
締
切

　

４
月
23
日（
火
）

※　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ベ
ン
ト

情
報（
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
）に

開
催
要
項
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
体
育
協
会
事
務
局（
町
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
内
）

☎
０
７
４
７-

52-

１
５
２
２

声
の
広
報
を
届
け
ま
す



町 役 場
0747−52−5501

0747−52−5502

大 淀 病 院 0747−52−8801

水 道 部 0747−52−0137

大 淀 消 防 署 0747−52−1199

教 育 委 員 会 0747−52−1522

町 中 央 公 民 館 0747−52−1524

保 健 セ ン タ ー 0747−52−9403

児 童 セ ン タ ー 0747−52−8319

桜ヶ丘総合センター 0747−52−5402

旭ヶ丘総合センター 0746−32−5189

杉本記念文化センター 0746−32−2489

平 畑 体 育 館 0747−52−6234

南和広域美化センター 0747−52−3253

文 化 会 館 0747−54−2110

図 書 館 0747−54−2120

町 社 会 福 祉 協 議 会 0747−52−1941

町包括支援センター 0747−52−7760

中 吉 野 警 察 署 0747−53−0110

吉野路大淀ｉセンター 0747−54−5361

健康づくりセンター 0746−34−5501

シルバー人材センター 0747−54−5522

ふれあい活動センター 0747−54−5533

パ ー ク ゴ ル フ 場 0745−67−0543

��

善意銀行だより善意銀行だより

善意 銀行

警
察
官
Ａ（
第
１
回
）

採
用
試
験

■
受
験
資
格

昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
）を

卒
業
し
た
人
ま
た
は
平
成
26
年

３
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
人

■
第
一
次
試
験
日

○
教
養
・
論
文
試
験

　

５
月
12
日（
日
）

○
体
力
試
験

　

５
月
18
日（
土
）・
19
日（
日
）の
う

ち
、
指
定
す
る
１
日

■
採
用
予
定
人
員

　

男
性
75
人
程
度
・
女
性
７
人
程
度

■
申
込
方
法
・
受
付
期
間

○
郵
送（
簡
易
書
留
）

　

４
月
19
日（
金
）ま
で

○
持
参

　

４
月
19
日（
金
）ま
で

○ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（http://

w
w

w
.police.pref.nara.jp/

）

　

４
月
15
日（
月
）ま
で

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

奈
良
県
警
察
本
部

　

警
務
課　

採
用
係

　

〒
６
３
０-

８
５
７
８

　

奈
良
市
登
大
路
町
80
番
地

　

☎
０
１
２
０-

３
５
１-

２
０
４

■
開
設
日
時

　

４
月
19
日（
金
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
開
設
場
所

　

イ
オ
ン
五
條
店

　
（
五
條
市
今
井
２-
１
５
０
）

■
料　

金

　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
奈
良
県
暴
力
団
追
放
県
民
セ
ン

タ
ー

　

☎
０
７
４
２-

24-

８
３
７
４

◦
中
吉
野
警
察
署　

刑
事
課

　

☎
０
７
４
７-

53-

０
１
１
０

　今回、次の方々から善意が寄せられ
ました。

□社会福祉のため
　岡田　武雄（下渕）

□亡父供養のため
　匿名（北野）

　ありがとうございました。有意義に
使わせていただきます。

　  町社会福祉協議会

粗大ごみ収集の予約申込み先 変更
　４月から粗大ごみ収集の予約申込み先が南和広域美化セ
ンターから町役場に変更となりました。
■対　象
　粗大ごみ（町指定不燃物ごみ袋に入らない大型ごみ）
■受付時間　月曜日から金曜日の午前９時～午後５時
　　　　　　※　祝日および正午～午後１時を除きます。
■収集日　毎週水曜日　※　年末年始を除きます。
■注意事項
①原則、収集を希望する１週間前までにお申込みください。

※　施設の稼動状況によっては、１週間前のお申込みで
も希望日での収集ができない場合があります。

② 住民のみなさんに幅広くサービスが行き届くようにする
ため、１回のお申込みで収集する個数は５点までとさせ
ていただきます。それ以上となる場合は、直接美化セン
ターまで搬入してください。

③お申込みいただいた品目以外の収集はできません。
④料金は、町指定不燃物ごみ袋でいただきますので、あら

かじめ用意しておいてください。
■申し込み先・問い合わせ先　町役場環境整備課



28

編
集

・
発

行
　

大
淀

町
役

場
　

総
務

課
広

報
広

聴
係

／
奈

良
県

吉
野

郡
大

淀
町

桧
垣

本
2090番

地
／

☎
 0747�

5501　FA
X

 0747�
4310／

http：
//w

w
w

.tow
n.oyodo.nara.jp

毎
月

1
回

1
日

発
行

大淀町民憲章（平成3年11月1日制定）
わたくしたちは、吉野の、川と緑の恵み
を守り、豊かな文化と活力ある南和の中
核都市をめざし、この憲章を制定します。

１．�わたくしたちは、緑と水と心のきれ
いな町をつくります。

１．�わたくしたちは、互いに人権を尊び、
共に生きるあたたかい町をつくります。

１．�わたくしたちは、すぐれた郷土を愛
し、文化と教養の香りたかい町をつ
くります。

１．�わたくしたちは、スポーツに親しみ、
健康で仕事に励む活気ある町をつく
ります。

１．�わたくしたちは、老人を敬い、子ど
もの夢を育て、生きがいのある町を
つくります。

梨花 アラカシ

この広報紙は、再生紙を使用しています。

広告は、町の新たな財源の創出を図るために掲載しています。みなさまのご理解とご協力をお願いします。

このコーナーの「すまいる」の写真を
お待ちしています。申し込みは、町
役場総務課まで。

（北野）

両親からのコメント

元気に育ってね。

弓
ゆ ば

場　海
かい

音
と

くん
（平成24年９月28日生まれ）

　のうごき
平成25年₂月28日現在

●人　口� 19,331人（－35）
　　男� 9,273人（－23）
　　女� 10,058人（－12）
●世帯数� 7,529（－ 4）
����　（　）内は前月との比較

広　告

広　告

広　告


